
 

令和６年度事業報告 
 

公益財団法人びわ湖芸術文化財団 

 
Ⅰ 事 業 概 要 

 
 県域全体の文化振興施策を総合的に推進するため、財団の強みを生かし、効率的・効果

的な事業展開に努めるとともに、滋賀県から受託している滋賀県立芸術劇場びわ湖ホー

ルおよび滋賀県立文化産業交流会館の当期指定管理者の４年目として、これまで培って

きたノウハウを生かし、当該施設の適切な管理運営を行った。 

 来場者をはじめ出演者やスタッフの安心安全を基本とした管理運営の取組を着実に進

めていくとともに、今後滋賀で開催される「国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会」

や「日本国際博覧会（大阪・関西万博）」など大きなイベントを見据え、コロナ禍前の活

気を取り戻すべく積極的な自主事業の企画・運営に努めた。  

 

  法人本部について、総務部では法人全体の総務・経理事務を行い、営業部では、びわ湖

ホール、文化産業交流会館および地域創造部を一体的にとらえ、財団全体の情報発信や

企業等からの支援獲得に取り組んだ。地域創造部では、県内の文化ホール、文化活動者、

文化団体との協働事業や自主企画事業を通して、県民が地域で多様な文化芸術を鑑賞し、

参加する機会を提供するとともに、次代を担うアーティストや地域とアートをつなぐ人

材の支援に取り組んだ。 

びわ湖ホールでは、「ここに劇場があって良かったと思ってもらえる場所にしたい。」

という阪芸術監督の思いに沿って、独自の自主制作による創造活動を基礎にしつつ、音

楽、ダンス、演劇、古典芸能等の多彩な舞台芸術公演や、リハーサル見学会、学校との連

携事業などの舞台芸術の普及事業に取り組んだ。専属声楽アンサンブルは、ホール内外で

活発な活動を続け、学校巡回公演、ふれあい音楽教室や子ども向けオペラ『泣いた赤おに』

を県内外の小学生等を対象に上演するとともに、ＮＨＫニューイヤーオペラコンサート

をはじめ、わたSHIGA輝く国スポ・障スポや2025大阪・関西万博の関連イベントなど、各

所からの依頼に応じて演奏活動を行った。 

広報営業活動や友の会運営、地域や大学との連携、協働等を通じ、観客の拡大や人材育

成に努めるとともに、ホール、練習室等の施設利用提供および施設の管理等を行った。 

 

文化産業交流会館は、県北部唯一の県立文化施設として、北部地域の豊かな自然や歴

史、文化のもと、様々な分野と連携しながら施設の機能を活かして各種事業に取り組ん

だ。 

自主事業について、令和６年度新たに４つの取り組みを始動した。１つ目は令和５年度

に連携・協力協定を締結した日本を代表するプロの吹奏楽団による中学生・高校生を対象

とした楽器クリニックとコンサート。２つ目は『湖北百景』と題した３年計画の古典芸能

公演を芝居小屋「長栄座」で開催し、公演を通じて地域の魅力を伝え、北部地域を訪れる

機会づくりに努めた。３つ目は、県が取り組む「北の近江振興プロジェクト」に加わり、

邦楽演奏家の人材育成を図りながら、北部地域でのアウトリーチや演奏会を開いた。４つ

目は、これまでの若手アーティストに加え、県ゆかりの第一線で活躍する熟練アーティス

トの室内楽演奏会を始めた。 

施設管理について、開館して37年が経過するなか、安全・安心、快適な利用環境の整備

に努め、空調設備冷却塔の改修、ロビー雨漏り対策工事、小劇場の鑑賞席の保守修繕工事

等を行った。 



Ⅱ 事 業 実 績 

 １ 法 人 本 部 

（１） 自 主 事 業 

 

ア 地域連携事業   

① 滋賀県アートコラボレーション事業 

県内の文化ホールが地域の文化拠点としてより活性化することを目的に取り組む「アートコ

ラボレーション事業」では、地域に受け継がれてきたものを再評価し次世代に伝える意欲のある

もの、創造的なつながりを求める人たちの活動を育むもの、またはこうした活動にアプローチす

る工夫が盛り込まれている企画を募集し、県内の文化ホールや文化活動者、文化団体と協働で３

事業を実施した。 

６月、日野町町民会館わたむきホール虹との協働で、日野町の音楽文化の一つとして 24 年間

愛されてきたムジカ・チェレステの最終公演を開催。日野祭囃子との共演を実現して、中村典子

の日野祭をテーマにした新作を世界初演し、次世代につないだ。９月には長浜文化芸術会館との

協働で、人形劇フェスティバルを開催。子どもたちの読書や芸術鑑賞を支援する地元の団体が集

まり、会館全体を使って一日中楽しめるプログラムを実施した。10 月には米原市内のシニア世

代がモデルとなり、思い出の服をリメイクし多世代交流のファッションショーを開催。過疎・高

齢化が進む地元を元気にしたいと提案された伊吹薬草の里文化センターの企画を、滋賀県立大

学や地元クリエイターらの協力で実現し、地域とともに発展する文化ホールの役割を拡張した。 

また、滋賀を題材にした新作狂言の上演を共同で企画制作する「おうみ狂言図鑑」では、近江

鉄道沿線の３つの文化ホールが参加。新作「近江鉄道珍道中」を創作し、1月から３月にかけて

甲賀市、日野町、東近江市の３会場で上演し、滋賀と狂言の魅力発信に取り組んだ。 

② びわ湖・アーティスツ・みんぐる 

文化芸術の可能性を地域に取り入れるアートプロジェクト「びわ湖・アーティスツ・みんぐる」

は、２事業を実施。地域の資産である各地で語り継がれている民話を、アーティストが音楽と美

術に再編集して発信する「音楽と絵画でつづるおうみの民話」を新たにスタートさせた。６年度

は米原市伊吹地域の民話を取り上げ、コンサートやライブペインティングを地元で開催した。 

また、旬の若手作曲家に滋賀の風土や文化に触れて曲想を練ってもらい、「弦楽四重奏×現代

音楽」の切り口で新作を発表するコンサート「Ｃ³ current×creation×composition（シーキュ

ーブ）」を守山市で開催。気鋭の作曲家・小出稚子が三上山を自ら登山して作曲した弦楽四重奏

曲「栖」を、地元の観客も見守るなか初演した。プレ企画として、ダンスと現代音楽のコラボレ

ーション公演「０歳からのどうぶつ音楽会」と、京都市立芸術大学現代音楽研究会との連携よる

公演を開催し、次世代愛好者へのアプローチも図った。 

③ その他 

滋賀県と共催で、昨年に引き続き「障害者の文化芸術活動を支える拠点づくり事業」を実施。

障害の有無に関係なく誰もが文化芸術活動を楽しめるよう手話や字幕、音声ガイド等を取り入れ

た文化芸術プログラムを、東近江市、大津市、高島市で実施した。 

そのほか文化団体等と協働して地域のアート活動を支え、地域の活性化を目指す「アート活

動支援事業」を実施した。 

 

イ 人材育成事業 

滋賀で地域とアートを盛り上げて活動する人のネットワーク形成と支援を考える「アートと

地域のためのスモールトーク・プロジェクト」に取り組んだ。６年度から７年度にかけて、愛

荘町ハーティセンター秦荘と旧大津公会堂でパイロット事業を実施し、その成果などを踏まえ

て、滋賀のためにアートを使って何か始めたい人の背中を押すようなアイデアを入れた報告書

の作成を目指す。 



ウ 情報提供事業 

総合文化誌『湖国と文化』（1977年創刊）を編集・発行し、滋賀の歴史・文化と暮らし、地

域の魅力を県内外に届けた。県内の学校、図書館など文化施設等に届けるとともに、年間購読

や書店等で販売した。2024年1月から始めたオンラインストアでの販売が順調に増えたことや、

紫式部を主人公にしたＮＨＫ大河ドラマ放映と同時期に発行した186号（2024年1月発行）が「紫

式部と近江〜物語の誕生」を特集して販売数を伸ばし、５年度の売上の一部が６年度にずれ込

んだ影響のほか、６年度に発行した187号から190号の販売数も例年より多く、6年度の販売冊

数は５年度に比べおよそ1000冊の増となった。 

 

    

（２） 受 託 事 業 

  ア 滋賀県芸術文化祭 

県内 25 の文化団体等で構成する実行委員会の事務局を担い、県民の皆様に文化芸術の創作

活動の成果や鑑賞の機会を提供した。 

８月下旬から令和７年 1月末までを開催期間とし、同期間中に、県内各地で開催される文化

芸術活動のうち趣旨に賛同いただいた事業を「芸術文化祭参加事業」として総合パンフレット

にまとめ、県民の皆様に周知した。主催事業として「芸術文化祭オープニングイベント」、「第

63 回滋賀県写真展覧会」「第 74 回滋賀県文学祭」「第 78 回滋賀県美術展覧会」を開催した。 

 

イ 県内文化情報提供事業 

（ア）湖国文化情報『れいかる』編集・発行 

県内の文化ホール、美術館、博物館等の文化情報を提供することにより、県民の皆様に

文化活動に対する関心を高めていただいた。（年５回発行、各 30,000 部） 

（イ）総合文化誌『湖国と文化』提供 

県内外の図書館、教育機関および全国の滋賀県人会等へ配本し、滋賀の歴史や文化等の

魅力を発信した。 

 

 

（３）独 自 事 業 

ア 文化・経済フォーラム滋賀の事務局運営 

産官学民の各分野で活躍する人たちで組織する文化・経済フォーラム滋賀の事務局を担い、

文化活動を通して活力あふれる地域社会づくりに貢献された団体等を表彰する「文化で滋賀を

元気に！賞」をはじめ各種事業を展開した。６年度は、県内の多くの文化ホールが建築竣工後 

30 年以上経過する中で、文化ホール建築の再生活用について、専門家を招いて意見交換を行

い、「公共建築を次世代に引き継ぐ―建築文化の振興をめざして―」と題して提言にまとめ、総

会で発表した。 

    

（４）広報営業活動 

びわ湖ホールや文化産業交流会館と連携を図りながら、各種事業チラシの配布をはじめ、

ホームページによる広報やチケット販売等を行った。また、びわ湖ホールの広報ネットワ

ークも活用しながら、新聞社や放送局への効果的なプレスリリースに努めた。 

「アートコラボレーション事業」等、県内の文化ホールと協働で展開する事業のチケッ

ト販売についても当財団ホームページ上のチケット販売システムを活用し、取り扱い、便

宜を図った。 

また『湖国と文化』を「びわ湖ホール友の会」の会員特典に盛り込むことで、新たな購

読者を開拓するなど、びわ湖ホール、文化産業交流会館および地域創造部を一体的にとら

え、それぞれが発行する広報媒体を有効活用し、それぞれの営業機会を相互に利用する効

果的な営業活動を行った。 



（ア）自主事業

実施日 実施場所 事業概要
入場者数

（人）

8月3日(日) ワークショップ
岩絵具を使って、伊吹山に咲く花や植物を描くワーク
ショップを開催した。

13

9/7（土）～
9/8（日）

ライブペインティング

日本画家の西川 礼華が「姉川と妹川」「姉池と妹池」
という2つの湖北地域民話を題材に屏風絵をライブペ
インティングし、完成した作品を10月27日の公演の舞
台上で展示した。

198

9月8日 プレコンサート
若手作曲家×演奏家×美術家×地元高校生、ジャ
ンルを超えて様々なアーティストたちが「民話」でつな
がるコンサートを開催した。

109

10月27日 伊吹山と神の息吹　

県内各地で語り継がれてきた「民話」をテーマしたコ
ンサート。朗読やライブペインティングの様子なども
織り交ぜながら、首藤健太郎作曲「伊吹弥三郎」の世
界初演等を行った。

100

8月10日
どうぶつおんがくたい × C³
〜０歳からのどうぶつ音楽会〜

滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール
リハーサル室

「C³ vol.2～現代音楽と未来への《関》～」のプレ企画
として、0歳児から楽しめるコンサートを開催。動物を
テーマに、童謡、民謡、ジャズ、古楽、現代音楽など
をダンスも交えて上演した。

147

10月13日
 京都市立芸術大学現代音楽研究会
 club MoCo x C³
 ～「Ylang Ylang」に基づく変奏 ～

京都市立芸術大学現代音楽研究会との連携事業。
本公演で委嘱作品を発表する小出稚子の作品
『Ylang Ylang』を主題に、京都市立芸術大学の作曲
専攻生５人が作曲に挑戦し、それを初演した。

64

11月9日
C³（シーキューブ）vol.2
～現代音楽と未来への《関》～

「現代音楽×弦楽四重奏」の切り口で新しい表現に
挑戦するシリーズ。現代音楽界をけん引する作曲家
小出稚子が三上山をリサーチし、曲「栖」を作曲。企
画の為に結成したルリトラノオ弦楽四重奏団が世界
初演した。

61

7月28日(日)
～

3月22日(土)
別表(1)のとおり 別表(1)のとおり(4事業12公演) 2,211

8月4日(日)
～

11月10日(日)
別表(2)のとおり 別表(2)のとおり(1事業4公演) 1,133

5月6日(月) けいおんストリートLive　Vol.14 大津駅前広場 -

5月19日(日)
第12回 ルシオール アート
 キッズフェスティバル

守山市民ホール他、
守山市全域

-

11月9日(土) けいおんストリートLive　Vol.15 草津駅東口 -

2月9日(日) 糸賀一雄記念賞 第二十三回音楽祭
びわ湖ホール
中ホール

-

合計　８事業　23公演 4,036

実施日 実施場所 事業概要
入場者数

（人）

12月25日 クリスマスパーティー
びわ湖ホール　研修室
・オンライン配信

令和6年度、7年度に文化ホールと地域のアートコー
ディネーターとの協働で「文化ホールに多様な人が
集うこと」を目的に行う本事業のキックオフイベントと
して、計画発表、交流会を開催した。

25

3月20日
まちで、自由にオドルには!?
～アートで大津の日常を彩る～

旧大津公会堂　多目的室

文化ホールに多様な人々が関わることを目的に地域
の人々と企画を考えるシリーズ。「アートや表現活動
をもっと日常にするには何ができるか？」レクチャー
とワークショップを開催。

20

合計　1事業  2事業 45

実施日 実施場所 事業概要
入場者数

（人）

-

-

－
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　滋賀の魅力をアートで発信し、新しい出会いや交流を生み出すことを目的とした「びわ湖・アーティスツ・みんぐる」（文化・経済フォーラム滋賀と共催）をはじめ、県内の文化ホールやNPO、文化
団体、文化活動者の企画を協働で実施するアートコラボレーション事業のほか、総合文化誌『湖国と文化』を編集・発行した。

滋賀県アートコラボレーション事業

史跡や人物、自然、伝統行事、文化芸術など多彩な話題を満載し、魅力ある
滋賀の文化を発信する季刊誌を編集・発行（昭和52年（1977年）創刊）。県内
主要書店を中心に、文化施設や観光施設での販売のほか、オンラインでも販
売した。

〔発　行〕 年4回（7月・10月・1月・4月の各月1日）
〔特　集〕
　　　 第188号（夏）「われも湖（うみ）の子」
　　　 第189号（秋）「道の国」の鉄道とまちづくり」
　　　 第190号（冬）「土地の記憶～集落博物館と字誌（あざし）」
　　　 第191号（春）「近江の宙（そら）～国友一貫斎と山本一清」
〔発行部数〕 各号3,000部
〔販売冊数〕8603冊

総合文化誌
「湖国と文化」の編集・発行

自主事業総合ＰＲ

③情報提供事業

障害者等の文化芸術活動を支える拠点づくり事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （共催）



実施日 実施場所 事業概要
入場者数

（人）

7月28日 日野町町民会館わたむきホール虹

日野町で2年に1度開催される「オーケストラ・ムジカ・
チェレステ」による第13回目の演奏会。日野祭囃子を
題材とした新曲「綿向スピリトゥス」を囃子方とオーケ
ストラの共演で世界初演した。

522

169

101

130

80

80

10月20日 伊吹薬草の里文化センター

55歳以上の女性たちの大切な思い出が詰まった捨
てられない洋服を、県立大学の学生がリデザインし、
ファッションショーを開催。多世代で「まちを元気に」。
中尾ミエのトークショーも同時開催。

293

1/18(土)～
1/24(金)

伊吹薬草の里文化センター
ギャラリーかくとだに

112

2/5(水)～2/19(水）
米原市役所市民交流エリア
コンベンションホール

-

1月26日 てんびんの里文化学習センター 204

2月16日 あいこうか市民ホール 246

3月22日 日野町町民会館わたむきホール虹 274

2,211

実施日 実施場所 事業概要
入場者数

（人）

8月4日
東近江市立八日市文化芸術会館
展示室

東近江創作Jr.ミュージカル2024「ギンランの花」の開
催に合わせ、舞台のアクセシビリティ向上の研修を
行った。

35

8月10日 大津市生涯学習センター　ホール
障害のある子どもも、障害のない子どもも一緒に、楽
器をつくり、演奏する音楽会を開催した。

69

9/7（土）～
9/8（日）

東近江市立八日市文化芸術会館
ホール

「滋賀の牧野富太郎」と言われた植物学者；橋本忠
太郎氏を題材とした市民ミュージカル。字幕タブレット
や音声ガイド等の鑑賞サポートをつけて実施。

977

11月10日 滋賀県立びわ湖こどもの国
参加者による「ふしぎな生け花」づくりと、ガムラン、
篠笛などによる「ふしぎな音パレード」を実施。

52

1,133

事　業　名

合計　1事業4公演

ふしぎな生け花とふしぎな音パレード～障害のある子ど
もも 障害のない子どもも 一緒に楽しめる音楽会～

誰もが楽しめる文化施設に向けた鑑賞ｻﾎﾟｰﾄセミナー

ふしぎな音楽家とふしぎな音楽会
～音楽ワークショップ～

（別表２）障害者等の文化芸術活動を支える拠点づくり事業（共催）

合計　4事業12公演

9月29日

長浜文化芸術会館を全館使用した人形劇フェスティ
バルを開催。人形劇団むすび座による「オズのまほう
つかい」の上演・地元の団体による人形劇やおはな
し会・絵本のひろば・工作コーナーがあり、一日楽し
めるイベントを開催した。

55歳以上の女性たちの大切な思い出が詰まった捨
てられない洋服をリデザインし、開催したファッション
ショーの写真展示を行った。

「まちを元気にする」プロジェクトMAIBARA
2024 OBACHANS’ COLLECTION～おしゃれ
も生き方もチャーミングに～
パネル写真展

協
働
制
作

「まちを元気にする」プロジェクトMAIBARA
2024 OBACHANS’ COLLECTION～おしゃれ
も生き方もチャーミングに～

おうみ狂言図鑑2025

狂言の協働制作事業。市町ホール等の活性化と県
内の文化ホールとのネットワーク構築を目的に、
滋賀を題材にした創作狂言や古典作品を上演し
た。
新作狂言：近江鉄道珍道中（作：講談師　旭堂南
湖）

（別表１）滋賀県アートコラボレーション事業

Puppet Festival2024～人形劇がはじまるよ！
工作コーナー

事　業　名

Puppet Festival2024～人形劇がはじまるよ！
えほんのひろば

長浜文化芸術会館

　 滋賀県と共催で実施した「障害者の文化芸術活動を支える拠点づくり事業」では、障害の有無にかかわらず、誰もが文化芸術プログラムを楽しめるよう、手話や字幕、音声ガイド
などの鑑賞サポート等を取り入れながら開催した。

HIGASHIOMI Creative Jr. MUSICAL2024
－大切な未来を考えるミュージカル！－
「ギンランの花」

自
　
　
主
　
　
企
　
　
画

第13回オーケストラ・ムジカ・チェレステ
　～ラスト・コンサート～

Puppet Festival2024～人形劇がはじまるよ！
人形劇団むすび座「オズのまほうつかい」

Puppet Festival2024～人形劇がはじまるよ！
おはなし会

Puppet Festival2024～人形劇がはじまるよ！
地元人形劇グループによる公演（2公演）



（イ）受託事業

実施日 実施場所 事業概要
入場者数

（人）

8月24日(日)
第54回滋賀県芸術文化祭 オープニン
グイベント
つながる ひろがる アートひろば

滋賀県立文化産業交流会館

県内文化団体等と協働し、親子で楽しめるコンサート
やワークショップ等が一堂に会する次世代育成型イ
ベントを開催。文化団体相互の交流を促すとともに、
滋賀県芸術文化祭の周知を図った。

1,033

8月24日（日）
～1月31日（金）

第54回滋賀県芸術文化祭 参加事業 県内（199事業）

文化芸術の創造活動の成果や鑑賞の機会を広く県
民に提供する。
芸術文化祭が主催する３つの公募事業に加え、実行
委員会が参加事業として承認した199事業（出演者・
出品者数125,513人）をＰＲ。

259,224

10月8日（火）
～10月14日（月・祝）

第63回滋賀県写真展覧会
滋賀県立美術館
ギャラリー

県民が日頃の写真創作の成果を発表する場として、
また身近に芸術を鑑賞する場として開催した。

〔出品点数〕  560点 （内、18歳以下1点）
〔入賞・入選作品数〕 入賞17点、入選109点

1,336

11月23日（土・祝） 第74回滋賀県文学祭
滋賀県立
男女共同参画センター

県民が文学に関する日頃の創作活動の成果を発表
する場として開催。11月23日には表彰式および文芸
講演会、各部門毎に選者との懇談会を実施した。

〔部　門〕
小説、随筆、詩、作詞、短歌、俳句、川柳、冠句
〔応募総点数〕701点 （内、18歳以下4点）
〔入賞・入選作品数〕 入賞61点、入選92点
〔文芸出版物表彰〕 応募作品2点（表彰作品2点）
〔文芸講演会〕
演題：「歌～作詞からのアプローチ～」
講師：（お話と演奏）アコースティックユニット「シュ
ガーヒル」
〔その他〕
入賞作品を掲載した「滋賀文学2024」を発行し（1,100
部)、出品者への配本のほか、県内図書館、高等学
校等に寄贈

250

前期：工芸・書
12月5日（木）

～12月10日（火）
後期：平面・立体
12月13日（金）

～12月18日（水）
※月曜休館

第78回滋賀県美術展覧会 滋賀県立美術館

県民が日頃の創作活動の成果を発表する場、また、
身近に芸術を鑑賞する場となることを目指し開催し
た。
会期中、表彰式および部門毎に審査員による講評会
を実施した。

〔部　門〕 平面、立体、工芸、書
〔出品点数〕 418点 （内、18歳以下72点）
〔入賞・入選作品数〕 入賞53点、入選247点

2,496

湖国文化情報
『れいかる』編集・発行事業

－

総合文化誌
『湖国と文化』提供事業

－

264,339

（ウ）独自事業

実施日 備考

通年

事　業　名

第
5
4
回
滋
賀
県
芸
術
文
化
祭

県
内
文
化
情
報
提
供
事
業

県内各地の文化施設等で行われる各種文化芸術情報を発信した。
〔発行〕
年5回（6月1日・8月1日・10月1日・12月1日・3月1日発行）
〔発行部数〕30，000部／1回
〔配布先〕県内市役所役場、公共文化施設、図書館、公民館、
　　　　　　金融機関、商業施設等478箇所

季刊誌「湖国と文化」を県内外の図書館や教育機関等に配本し、滋賀の文化の魅力を
発信した。
〔提供〕年4回
〔提供部数〕1回420冊
〔提供先〕県内外の図書館、大学・短期大学、美術館、博物館、
　　　　　　滋賀県人会、報道機関、県内市町など399箇所

⑦シンボルマークの利用促進　通年

合計　1事業

合計　2事業　4公演

事業名 事業概要

文化・経済フォーラム滋賀

「文化で滋賀を元気に！」する各種事業を実施。

会員状況
156名

①「2024文化で滋賀を元気に！賞」
　　　　募集期間　7月12日～10月31日
　　　　表彰式　　 2月24日(月・休) びわ湖ホール 小ホール
　　　　大賞1点、各賞3点

②文化経済サロン
　　　　7月31日(水)  　びわ湖ホール 研修室
　　　　10月10日(木)　びわ湖ホール 研修室

④滋賀アートプラットフォーム事業
　　【再掲】　びわ湖・アーティスツ・みんぐる　＊（公財）びわ湖芸術文化財団と共催
　・　「音楽と絵画でつづるおうみの民話vol.1」　　会場：伊吹薬草の里文化センター
　・  「C³（シーキューブ） vol.2～現代音楽と未来への《関》」　　　　会場：スティマー・ザー
ル（守山市）

⑥第15総会・講演会
　　　　2月24日(月・休)  びわ湖ホール 小ホール

③第17回文化ビジネス塾
　　　　11月4日(月・休)  滋賀県立文化産業交流会館 小劇場

　　　「文化で滋賀を元気に！」を合言葉に文化・経済・学術・行政等の各分野の人たちの交流を目的に発足した「文化・経済フォーラム滋賀」の事務局 を担い、文化と様々な分野
が連携した創造的な活動が広がるよう各種事業を実施した。

通年

　県民の皆様の文化芸術活動を広く紹介するとともに、写真、文芸、美術の各分野の創作活動の発表および鑑賞の場を提供する滋賀県芸術文化祭のほか、 県内文化情報提供
事業など2事業4公演を実施した。



Ⅱ 事 業 実 績 

  ２ 滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 
 （１）自 主 事 業 

    ア 令和６年度自主事業 

令和６年度は、年間テーマを「夢と憧れ」として、びわ湖ホール独自の自主制作による創造活

動を基礎にしながら、県民をはじめ多くの方々に国際的水準の舞台芸術を最高の鑑賞条件で提

供するとともに、誰もが舞台芸術の楽しみを味わい繰り返し来場いただけることを目指し、オペ

ラをはじめ、オーケストラ、室内楽、声楽、ダンス、演劇、古典芸能など幅広い多彩なジャンル

で国内外の優れた公演を開催した。また、「劇場・音楽堂等の活性化に関する法律（平成24年６

月施行）」に謳われた劇場等の相互連携、地域における舞台芸術の振興、人材養成、学校教育と

の連携などに積極的に取り組んだ。 

改修工事により大・中ホールで４か月、小ホールで１か月の休館があったものの、精力的に事

業を展開し、64事業208公演を行った。 

 

オペラでは、2023 年６月に逝去された演出家 栗山昌良氏に演出いただいた、いずれも名演

出と名高い３演目をプロデュースオペラやオペラへの招待シリーズで取り上げた。 

プロデュースオペラは、2014 年３月にびわ湖ホールで日本初の舞台上演となった栗山昌良演

出の再演により、コルンゴルトの名作『死の都』を３月１日、２日の２日間にわたり大ホール

で上演した。阪芸術監督の音楽づくり、京都市交響楽団の演奏に加え、高度な技術と体力を求

められる主役パウルを務めた２人を声楽アンサンブルから選出できたことなど、各方面から高

い評価を得た。 

11 月から 12 月にかけては、iichiko 総合文化センター、札幌コンサートホール Kitara、や

まぎん県民ホールとの共同制作により、阪芸術監督指揮のもと沼尻竜典作曲『竹取物語』を、

国内４か所で上演した。声楽アンサンブルの実力の高さと層の厚さを存分に発揮するとともに、

地域の特色を生かした創造性を高める共同制作のあり方、コンサートホールでのオペラの可能

性等を見出す意義深い公演となった。 

また、「オペラへの招待」シリーズでは、2012 年にびわ湖ホール、2013 年に新国立劇場で上

演し絶賛された栗山昌良演出の再演として、１月にクルト・ヴァイル作曲『三文オペラ』を４

公演上演した。 

 

音楽公演は、開館以来実施しているジルヴェスター・コンサートを阪芸術監督の指揮で開催

したほか、最高峰の２つの弦楽四重奏団であるベルチャ弦楽四重奏団とエベーヌ弦楽四重奏団

の共演、セイジ・オザワ松本フェスティバルで大絶賛されたブラス・アンサンブル「サイトウ・

キネン・オーケストラ ブラス・アンサンブル」、11年ぶりの登場となった世界最高のアカペラ

声楽アンサンブル「タリス・スコラーズ」、2022 年に「20 世紀のピアノ作品」で佐治敬三賞を

受賞した北村朋幹のシリーズ第２弾など、多彩な公演を行った。 

また、「室内楽の招待シリーズ」では、ダネル弦楽四重奏団によるレクチャーコンサートやヘ

ンシェル・クァルテットによるマスタークラス、守山市民ホールと連携したクァルテット・イ

ンテグラの連携公演など関連企画の充実も図った。 

 

びわ湖ホール声楽アンサンブルは、第 79 回定期公演でオペラや合唱指揮者として活躍する

佐藤正浩を指揮に迎え、フランスの声楽曲に取り組んだ。第 80 回定期公演では、滋賀県と友好

交流推進に関する協定を締結したオーストリアブルゲンラント州ゆかりのクリスティアン・コ

ッホを招聘し、ウィーンにちなんだ曲を弾き振りで演奏した。 

 

ダンスでは、13 年ぶりの登場となった Noism Company Niigata により、令和 7年度春の紫綬

褒章を受章した近藤良平の演出振付作品を含むトリプルビル公演を上演し、ダンス経験や年齢

等に関係なく楽しめる公演とすることができた。また、演劇では、二兎社による「こんばんは、

父さん」を上演するとともに、古典芸能の野村万作・野村萬斎狂言公演では、「梟山伏」、野村



万作出演の「鐘の音」、子どもの狂言師がデビューする曲「靭猿」を上演し、年の差“約 90 歳”

の芸を堪能いただいた。 

この「野村万作・野村萬斎狂言公演」と「タリス・スコラーズ」では、文化庁の助成を得て、

子ども無料招待にも取り組み、一流の舞台芸術に触れる機会の提供を図った。 

 

阪芸術監督がプロデュースし、地域の賑わいの創出と経済の活性化に向け、地元企業や団体

と連携して実施する「びわ湖の春 音楽祭」では、５年ぶりに復活した中ホール公演やメイン

ロビーでの無料公演を加え、計 26 公演（開会宣言含む）を実施し、一日中音楽を楽しみ、びわ

湖ホールをより身近なホールとして親しんでいただく機会を提供した。 

 

広く舞台芸術の普及を図るため、びわ湖ホール声楽アンサンブルによる活動を展開した。 

県や教育委員会と連携した「びわ湖ホール 音楽会へ出かけよう！」（「ホールの子」事業）を

６日間 12 公演開催した。声楽アンサンブルによる手話歌にも取り組み、初めて聾話学校からも

参加があるなど、過去最高の 12,263 人の参加を得た。また、前年度に引き続き、大人も一緒に

楽しむことができるよう「音楽会へ出かけよう！」の一般公演も行った。 

さらに、「学校巡回公演」、「ふれあい音楽教室」、県内巡回オペラ『泣いた赤おに』を実施す

るなど、県内小中学校へのアウトリーチに取り組み、次代を担う青少年や子どもたちが舞台芸

術に触れる機会を提供した。 

 

阪芸術監督が講師を務め、オペラ指揮者やコレペティトゥアを対象としたオペラセミナー、

日本人として初めてミラノ・スカラ座で『蝶々夫人』の主役を演じた林 康子を講師に迎えた声

楽曲研修など、次世代の育成を図るとともに、その指導の様子を一般に公開した。 

 

大学連携の取組では、大・中ホールが改修期間中の賑わいづくりの一環として、メインロビ

ーを活用したパフォーマンスイベント「中秋の名月 メインロビー舞台芸術の夕べ」を開催し、

連携協定を締結している成安造形大学、立命館大学の学生が、舞台装置、衣裳、映像等を考案、

作成し、プロの実演家とのアートコラボレーションを行った。 

 

より優れた音楽的才能（ピアニスト）を発掘し、びわ湖ホールから発信していくことを目的

に、阪芸術監督の監修による「びわ湖ホールピアノコンクール」を創設して、第１回目となる

コンクールを開催した。映像審査には、全国から６歳～60 歳の 222人の参加があるなど、大き

な反響を得た。本選参加者には、審査後に審査員と対話し、評価やアドバイスを聞く機会も設

けた。 

 

夏休みの子ども向け企画として、音楽や楽器に興味を持ってもらうことを目的に、「ピアノ解

体ショー」を引き続き開催するとともに、メインロビーを活用した無料のコンサートとして、

七夕ロビーコンサートをはじめ８公演を行うなど、広く舞台芸術の普及・振興に努めた。 

 

なお、開催を予定していた「特別コンサート 上岡敏之 ピアノ・リサイタル」は、出演者の

治療のため、公演を中止した。 

 

イ 令和６年度受託事業 

文化庁の「舞台芸術等総合支援事業（学校巡回公演）」として近畿地方の小学校９校におい

て、声楽アンサンブルによるオペラ『泣いた赤おに』を上演し、その関連企画として事前にワ

ークショップ「ふれあい音楽教室～泣いた赤おに～」を開催した。 



令和６年度【自主事業】                       びわ湖ホール 

区   分 事    業    数  （内  訳） 公演数 入場者数 

自 

 

主 

 

公 

 

演 

大ホール 
１２ 

(13) 
オペラ：２、オーケストラ：５、室内楽・声楽：４、音楽祭：１ 

１７ 

(19) 

19,710 

(21,142) 

中ホール 
５ 

(6) 
オペラ：１、ダンス：１、演劇：１、古典芸能：１、音楽祭：１ 

１２ 

(15) 

5,232 

(7,518) 

小ホール 
１２ 

(8) 
室内楽・声楽：１０、ワールドミュージック：１、音楽祭：１ 

２６ 

(20) 

7,191 

(5,699) 

その他 
１ 

(1) 
室内楽・声楽：１ 

１ 

(1) 

404 

(434) 

計 
３０ 

(28) 

オペラ：３、オーケストラ：５、室内楽・声楽：１５、ワールド

ミュージック：１、ダンス：１、演劇：１、古典芸能：１、音楽

祭：３ 

５６ 

(55) 

32,537 

(34,793) 

普及事業 
２３ 

(19) 

音楽会へ出かけよう：１、学校巡回公演：１、県内巡回オペラ：

１、ふれあい音楽教室：１、ホスピタルコンサート：１、オペ

ラセミナー：１、声楽曲研修：１、大学連携：１、アンサンブ

ルの楽しみ：１、ピアノコンクール：１、夏休み企画：１、オ

ペラ講座：１、トークショー：１、室内楽への招待関連企画：

２、ワークショップ：２、音楽祭ロビーコンサート：１、音楽

祭関連公演：２、ロビーコンサート：１、その他：２ 

１１７ 

(98) 

29,700 

(21,305) 

受託事業 
１ 

(1) 
舞台芸術等総合支援事業（学校巡回公演）：１ 

１８ 

(14) 

4,730 

(3,138) 

共催等 
１０ 

(18) 
共催：８、協力：２ 

１７ 

(22) 

 8,321 

(13,963) 

合 計 
６４ 

(66) 
 

２０８ 

(189) 

75,288 

(73,199) 

※（  ）は前年度実績 

※中止：１事業１公演（小ホール１事業１公演） 
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ウ 令和７年度以降自主事業の準備 
令和７年度以降の自主事業を円滑に実施するため調査交渉を進めるとともに、令和７年度に開催

する自主事業公演の事前準備を行った。 
なお、「びわ湖の春 音楽祭2025」の開催に向けて、早期に集客を図るため、特設のウェブサイト

を立ち上げ積極的な情報発信を行った。 
 

  エ 専属声楽アンサンブル運営 
びわ湖ホールの創造活動の核として、「オペラへの招待」シリーズや「プロデュースオペラ」の

ソリスト、合唱を担うとともに、定期公演をはじめ、各種自主事業に出演した。 
県や県教育委員会等との連携による「びわ湖ホール 音楽会へ出かけよう！」（「ホールの子」事

業）、小学校等の体育館でコンサートを行う「学校巡回公演」、小学校の授業に声楽アンサンブル
の団員とピアニストが参加し、歌唱指導等を行う「ふれあい音楽教室」を実施し、人生の早い段階
で本物の舞台芸術に触れる機会の提供に努めた。 
併せて、文化庁の「舞台芸術等総合支援事業（学校巡回公演）」を受託し、県内外（大阪府、奈良

県、滋賀県）の９校で、オペラ『泣いた赤おに』を上演するとともに、県教育委員会との共催によ
り県内の小学校を対象とした巡回公演を行った。また、2025年に開催される「わたSHIGA輝く国スポ・
障スポ」の機運を盛り上げるため、議場コンサートを25年ぶりに開催した。 
依頼公演は、NHKニューイヤーオペラコンサートに出演したほか、各地からの公演依頼に積極的に

応じた。 
 

（ア）びわ湖ホール声楽アンサンブル団員数（定員16人） 
ソプラノ：４人、アルト：３人、テノール：４人、バス：３人 計：14人 
※令和６年度は、アルト１人、バス１人欠員 

 
（イ）びわ湖ホール声楽アンサンブル・ソロ登録メンバー計78人（令和７年４月現在） 

 
        （ウ）声楽アンサンブル公演事業 
 

区  分 事   業   名 （ 開 催 日 ） 

自主公演 

（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自主公演：24 公演 

・ぶんさんサンクスコンサート（４月 20 日(土)）※文化産業交流会館 

・びわ湖の春 音楽祭 2024 

びわ湖ホール声楽アンサンブル（４月 27 日(土)） 

０歳児からのコンサート〔２公演〕（４月 27 日(土)） 

 びわ湖ホール声楽アンサンブル・ソロ登録メンバー（４月 28 日(日)） 

・びわ湖ホール音楽会へ出かけよう！＜一般公演＞（６月１日(土）） 

・びわ湖ホール声楽アンサンブル 美しい日本の歌（６月 15 日(日)） 

 米原公演（８月４日(日)）※文化産業交流会館 

・びわ湖ホール四大テノール 2Days！～１日でも美味しい、２日だともっと美味し

い～〔２公演〕（７月 27 日(土)、28 日(日)） 

・スタインウェイ“ピノ”シリーズ vol.10 日本語とうた 原点回帰～AI では成し

得ないもの～（10 月５日(土)） 

・びわ湖ホール声楽アンサンブル第 79 回定期公演「4 人の作曲家たち ～フォーレ、

ドビュッシー、ラヴェル、プーランク～」（10 月 12 日(土)） 

・びわ湖ホール声楽アンサンブル東京公演 vol.15「4 人の作曲家たち ～フォーレ、

ドビュッシー、ラヴェル、プーランク～」（10 月 14 日(月・祝)） 

・共同制作オペラ・オペラへの招待 沼尻竜典作曲『竹取物語』〔２公演〕 

（11 月 23 日(土)、24 日(日)） 

・びわ湖ホール ジルヴェスター・コンサート 2024（12 月 31 日(火)） 

・オペラへの招待 クルト・ヴァイル作曲『三文オペラ』〔４公演〕 

（１月 24 日(金)、25 日(土)、26 日(日)、27 日(月)） 

・びわ湖ホールプロデュースオペラ コルンゴルト作曲『死の都』〔２公演〕 

（３月１日(土)、３日(日)） 

・子どものための管弦楽教室「オーケストラで万国博覧会」（３月 20 日(木・祝)） 

・びわ湖ホール声楽アンサンブル第 80 回定期公演「笑いと涙」ウィーン・ロマンス 

～フランツ・シューベルト&ヨハン・シュトラウスⅡ世～（３月 22 日(土)） 

 



普及事業 

（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○普及事業：78 公演  

・「びわ湖の春 音楽祭」サテライト公演 

びわ湖ホール声楽アンサンブル “春”をおくるコンサート 

４月 13 日(土)野洲公演（さざなみホール） 

４月 16 日(日)甲賀公演（あいこうか市民ホール） 

・「びわ湖の春 音楽祭」関連公演 ビワコレ春の音楽会〔２公演〕 

  ４月 14 日(日)イオンモール草津 

・「びわ湖の春 音楽祭 2024」ロビーコンサート 

  ４月 28 日(日)メインロビー 

・学校巡回公演〔10 公演〕 

５月９日(木)滋賀県立守山学校、滋賀県立水口東中学校 

５月 10 日(金)東近江市立湖東第二小学校、米原市立伊吹小学校 

５月 13 日(月)甲賀町立甲良東小学校、米原市立柏原中学校 

５月 14 日(火)甲賀市立大原小学校、大津市立瀬田中学校 

５月 17 日(金)草津市立矢倉小学校、東近江市立愛東南小学校 

・林 康子 声楽曲研修〔３公演〕 ５月 23 日(木)、24 日(金）、25 日(土） 

・びわ湖ホール 音楽会へ出かけよう！（「ホールの子」事業）〔12 公演〕 

  ５月 29 日（水）～31 日(金）、６月４日(火）～６日(木)  

・阪 哲朗オペラセミナーⅡ〔５公演〕 ６月 25 日(火）～29(木） 

・ふれあい音楽教室〔21 公演〕 

９月４日(水)高島市立マキノ東小学校 

９月５日(木)甲賀市立小原小学校 

９月６日(金)甲賀市立伴谷小学校 

９月 10 日(火)彦根市立亀山小学校、近江八幡市立武佐小学校 

      日野町立南比都佐小学校 

９月 11 日(水)竜王町立竜王小学校 

９月 12 日(木)草津市立笠塗小学校、高島市立青柳小学校 

       東近江市立五個荘小学校 

９月 13 日(金)高島市立新旭北小学校、栗東市立葉山東小学校 

９月 17 日(火)彦根市立城東小学校、高島市立新旭南小学校 

９月 19 日(木)豊郷町立日栄小学校 

９月 20 日(金)彦根市立河瀬小学校、草津市立渋川小学校 

湖南市立石部南小学校 

９月 26 日(木)長浜市立朝日小学校 

９月 27 日(金)米原市立息長小学校、東近江市立八日市南小学校 

・県内巡回オペラ〔11 公演〕 

９月 24 日(火)野洲市立篠原小学校 

９月 25 日(水)多賀町立多賀小学校 

９月 26 日(木)高島市立マキノ南小学校 

９月 27 日(金)東近江市立能登川北小学校 

９月 30 日(月)甲賀市立多羅尾小学校 

10 月１日(火)日野町立桜谷小学校 

10 月２日(水)近江八幡市立沖島小学校 

10 月４日(金)甲賀市立佐山小学校 

10 月 10 日(木)高島市立今津東小学校 

10 月 11 日(金)甲賀市立甲南第三小学校 

10 月 30 日(水)守山市民ホール大ホール（守山市小学校３年生芸術鑑賞） 

・大学連携「中秋の名月 メインロビー舞台芸術の夕べ」〔２公演〕 

９月 13 日(金)、14 日(土) 

 ・びわ湖ホール声楽アンサンブルが贈る～議場コンサート ９月 18 日(水) 

・ホスピタルコンサート 12 月 24 日(火) 

 

 

・ロビーコンサート〔７公演〕 

４月５日(金)「びわ湖の春 音楽祭 2024」関連企画 



 

 

 

 

 

 

 

 

受託事業 

（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

依頼公演 

 

 

 

ロビーコンサート「夢と憧れ」 

６月８日(土)ロビーコンサート～美しい日本の歌～ 

７月４日(木)七夕ロビーコンサート〔２公演〕 

８月 11 日(日・祝)夏だ！お盆だ！ロビーコンサート 

10 月 17 日(木)びわ湖ホール ハロウィン・ロビーコンサート 

３月 12 日(水)ロビーコンサート びわ湖さがみねシスターズ スプリングコン

サート 

 

○受託事業：18 公演  

 ・令和６年度 舞台芸術等総合支援事業（学校巡回公演） 

  ワークショップ〔９公演〕 

６月19日(水)桜井市立安倍小学校（奈良県） 

６月20日(木)吹田市立高野台小学校（大阪府） 

７月２日(火)天理市立柳本小学校（奈良県） 

７月３日(水)東近江市立蒲生西小学校（滋賀県） 

７月17日(火)交野市立旭小学校（大阪府） 

９月４日(水)大和高田市立陵西小学校（奈良県） 

９月17日(火)香芝市立真美ヶ丘東小学校（奈良県） 

９月18日(水)大阪市立海老江西小学校（大阪府） 

９月19日(木)大阪市立聖和小学校（大阪府） 

 ・令和６年度 舞台芸術等総合支援事業（学校巡回公演） 

  びわ湖ホール声楽アンサンブル 子ども向けオペラ『泣いた赤おに』〔９公演〕 

９月５日(木)大和高田市立陵西小学校（奈良県） 

９月６日(金)吹田市立高野台小学校（大阪府） 

10月15日(火)東近江市立蒲生西小学校（滋賀県） 

10月17日(木)天理市立柳本小学校（奈良県） 

10月18日(金)香芝市立真美ヶ丘東小学校（奈良県） 

10月24日(木)大阪市立聖和小学校（大阪府） 

10月25日(金)交野市立旭小学校（大阪府） 

11月７日(木)桜井市立安倍小学校（奈良県） 

11月８日(金)大阪市立海老江西小学校（大阪府） 

 

○依頼公演：45公演 

・国スポ・障スポ「滋賀県民の歌」音源作成 

（４月３日(水)びわ湖ホールメインロビー） 

・「びわ湖の春 音楽祭2024」関連イベント（４月21日(日)：雨天のため中止） 

・わたSHIGA輝く国スポ・障スポ開催500日前企画（５月16日(木)JR大津駅北口） 

・ルシオール アート キッズ フェスティバル〔３公演〕 

（５月19日(日)守山市民ホール、速水公民館） 

・さくらんぼコンサート2024 大阪公演（６月21日(金)ザ・シンフォニーホール） 

・ビワコレ夏の音楽会〔２公演〕（７月６日(土)イオンモール草津） 

・旅への誘いコンサートVol.18（７月14日(日)守山市民ホール） 

・第33回湖西合唱祭～未来の高島へ馳せる思い～ 

（７月21日(日)高島市ガリバーホール） 

・ルシオール・クラシックス「リサイタル・アンサンブル」シリーズ 

（８月17日(土)守山市民ホール） 

・2024グランドオペラフェスティバル in Japan 関西二期会公演『カルメン』 

（８月18日(日)一宮市民会館） 

・BS朝日番組収録「子供たちに残したい 美しい日本のうた」 

（９月３日(火)びわ湖ホールメインロビー） 

・ドイツ統一の日レセプション（10月４日(金)ザ・ガーデンオリエンタル大阪） 

・湖南市制施行２０周年記念公演（10月６日(日)甲西文化ホール） 

・日本旅客船協会オーナーの集い（10月10日(木)琵琶湖ホテル） 

・ビワコレ秋の音楽会〔２公演〕（10月13日(日)イオンモール草津） 

・守山市まちかどコンサート〔２公演〕 



（10月14日(月・祝)守山市立図書館、北公民館） 

・湖南市「まちかどコンサート」 

10月19日(土)じゅらくの里 

11月30日(土)柑子袋まちづくりセンター 

12月８日(日)市民学習交流センター 

・「大阪・関西万博」プレイベント 滋賀ミライEXPO 

（11月２日(土)びわ湖ホール大ホール） 

・第56回円国商工会議所女性会連合会 滋賀大会 

（11月８日(金)びわ湖ホール大ホール） 

・能登川地区まちづくり協議会 小学生向け公演 

（11月12日(火)能登川コミュニティーセンター） 

・みんなのスポーツFestival! わたSHIGA輝く国スポ・障スポ 開催１年前イベン

ト（11月16日(土)平和堂ＨＡＴＯスタジアム） 

・大津市立上田上小学校150周年記念イベント（11月16日(土)上田上小学校） 

・ハートフルコンサート～高校生による音楽の魅力発信事業～Vol.2 

（11月16日(土)ハーティーセンター秦荘） 

・守口市八雲小学校 びわ湖ホール声楽アンサンブルコンサート（11月27日(水)） 

・びわ湖ホール・iichiko総合文化センター・札幌コンサートホールkitara・やま

ぎん県民ホール 共同制作『竹取物語』 

12月１日(日)iichiko総合文化センター 

12月７日(土)札幌コンサートホールkitara 

12月15日(日)やまぎん県民ホール 

・KEIBUN第九2024演奏会（12月７日(土)びわ湖ホール大ホール） 

・レクサス大津 クリスマスコンサート〔２公演〕（12月22日(日)レクサス大津） 

・びわ湖大津プリンスホテル 新春ディナービュッフェ 

（１月３日(金)びわ湖大津プリンスホテル） 

・第66回ＮＨＫニューイヤーオペラコンサート（１月３日(金)ＮＨＫホール） 

・滋賀経済同友会新春懇談例会（１月31日(金)びわ湖大津プリンスホテル） 

・関西フィルハーモニー管弦楽団 第352回定期演奏会 

（２月８日(土)ザ・シンフォニーホール） 

・第33回ルシオール音楽塾 モーツァルト作曲『ドン・ジョヴァンニ』 

（２月９日(日)） 

・京都鴨川ライオンズクラブ ２月第１例会（２月14日(金)ホテルオークラ京都） 

・文化、経済フォーラム滋賀 第15回総会（２月24日(月)びわ湖ホール小ホール） 

・レイカディア大学 芸術鑑賞 早花月 声楽アンサンブルコンサート 

（３月28日(金)びわ湖ホール中ホール） 

・令和６年度滋賀県職員退職者記念の集い（３月 31 日(月)琵琶湖ホテル） 

 

 
（２）広報営業 

びわ湖ホールからの情報発信とチケットの販売促進を図るため、パブリシティ活動、インターネ
ットなどによる幅広い広報活動、情報誌の発行、新聞・雑誌・電波・ＳＮＳ等による広告のほか、
協賛支援やスポンサーの確保、施設利用についての営業活動を行った。 
地域創造部や文化産業交流会館を一体的にとらえた情報提供を行い、顧客がお得感を得やすいよ

う工夫するとともに、広報媒体や営業の機会を相互に有効活用するなど、財団全体にとってのメリ
ットも最大限活用するよう努めた。 
また、地元企業等の協力も得て、鉄道駅構内や企業店頭のパンフレットラックに公演チラシを設

置するなど、幅広い層への広報活動を行った。 
 
ア 広報営業 
（ア）パブリシティ活動 

各自主事業公演についてプレスリリースを随時行うとともに、制作発表やアーティストを招
いての記者懇談会を実施し、県内、関西圏、東京方面の報道機関等へＰＲ活動を行った。 

新聞記事、専門誌、電波媒体等掲載件数（Webを含む） 
自主事業公演の事前紹介   １７２件（寄稿を含む） 
自主事業公演の事後評     ６８件 
その他            ２５件 



 
（イ）広報活動 

公式ウェブサイトやＳＮＳを通じて、公演等の最新情報を発信した。新聞６紙（滋賀版）に公
演情報やホールでの取組を毎週（滋賀報知は月１回、中日新聞は隔週）寄稿した。新聞記事掲載
を滋賀版だけでなく、朝日・毎日・読売・日経各大阪本社、名古屋本社など範囲を拡大した。Ｎ
ＨＫなど県外のテレビニュースやラジオ等でも取り上げられるよう注力(記事・ニュース計75件)
するなど、丁寧な情報提供を行い、積極的な広報に努めた。 

 
（ウ）舞台芸術情報誌「湖響」の発行 

びわ湖ホールおよび財団全体として自主事業をＰＲするとともに、舞台芸術への理解を広げ
るため舞台芸術情報誌「湖響」を発行し、びわ湖ホール友の会会員、びわ湖ホール劇場サポー
ター、全国の文化施設、県内市町文化行政担当部局、全国の報道機関等に配布した。 

 （年４回発行 各10,500部） 
 
（エ）公演チケット情報「Ｓｔａｇｅ」の発行 

チケット発売情報や公演情報を月１回まとめてＰＲする公演チケット情報「Ｓｔａｇｅ」を
発行し、上記(ウ)配布先の他、一般来客、営業活動など多方面に配布した。 

   （毎月発行  各15,000部） 
 
（オ）年間公演プログラムの作成 

年間の自主事業公演をＰＲするためプログラムを作成し、友の会会員、劇場サポーター、全
国の文化施設、県内市町文化行政担当部局、全国の報道機関等に配布した。 
（年１回発行 35,000部） 

 
イ チケット販売 

文化団体、職域団体等の組織販売に努めるとともに、大型公演にはＳＳ席を適切に配置して特別
感を醸成するなど、チケットの効果的な販売活動を行った。また、若年層向けに、ほぼすべての公
演に青少年料金（24歳以下）を設定し、Ｕ30席（30歳以下）・Ｕ24席（24歳以下）、シアターメイツ
対象公演を設けるなど顧客の拡大に努めた。 
また、2023年２月にチケットシステムを全面更新し、インターネット、スマートフォンでのチケッ

トの予約購入、クレジット決済、コンビニエンスストアでのチケット受け取りなど利便性を高め、
チケットの販売促進に努めた。 

Ｕ30席・Ｕ24席対象事業     １事業 
販売枚数（Ｕ30席）        86枚 
販売枚数（Ｕ24席）        97枚 
青少年料金販売枚数    2,755枚（子ども、シアターメイツ含む） 
青少年割引当日券（２事業）    7枚 
インターネットでの購入率   48％（びわ湖ホールネットチケット） 

 
ウ びわ湖ホールオフィシャルスポンサー 

特定の自主事業に対する協賛、あるいは年間を通じた自主事業全体への協賛をいただく「びわ湖
ホールオフィシャルスポンサー」に応募いただくよう働きかけを行った。年間スポンサーから事業
運営にご支援いただくとともに、各スポンサー企業の広告枠をびわ湖ホールウェブサイトや情報誌
に掲載するなど、劇場を広告・宣伝の媒体としてご活用いただいた。 
 

[年間スポンサー] 
株式会社 叶匠寿庵（平成25年8月～ ） 
株式会社 平和堂 （平成27年2月～ ） 
株式会社 木の家専門店 谷口工務店（平成31年3月～令和７年3月） 
東レエンジニアリング株式会社（令和7年2月～ ） 

 
 
エ  友の会運営 

びわ湖ホール顧客の拡大・定着を図りチケット販売等の営業活動を促進するため、友の会一般会
員、サポート会員、特別会員を募集し、情報の提供とチケットの優先販売を行った。特に、特別会
員募集については、寄付者、劇場サポーターに対して個別に営業を行ったほか、公演時に募集パン
フレットを配布したり、会員募集の呼びかけをするなどの営業を行った。 
また、クレジットカード会社との業務提携の解約に伴うクレジット一般会員の制度廃止に向けて

の周知とあわせて、一般会員への切り替え案内をするとともに、特別会員やサポート会員の利便性
やメリットを知っていただく機会とした。 



 
         会 員 数: 一般会員  ２，１８３人(すべて非ｸﾚｼﾞｯﾄ会員、ｸﾚｼﾞｯﾄ会員は、前年度末で制度終了)) 

[２，３１７人(ｸﾚｼﾞｯﾄ会員14人､非ｸﾚｼﾞｯﾄ会員2,303人) ] 
          サポート会員  ４２５者４６２口 [４４３者４７７口] 
          特別会員    １５５者１９１口 [１５４者１８９口] 
                                  [  ]は前年度末実績 
 

オ  観客創造 
（ア）劇場サポーター 

ひとのネットワークによる観客創造を目的に、第１期から第29期までの劇場サポーター（120
名）の研修・講座を行うとともにサポーター活動を通じ、舞台芸術の普及に努めた。劇場サポ
ーター自身が講座の講師を務めるなど、「舞台芸術愛好の輪」は確実に拡がりを見せている。 

 
ａ 劇場サポーター基礎講座等 

 

事業名 開  催  日 内                  容 

オリエンテ
ーション 令和6年4月7日(日) オリエンテーション 

基礎講座 令和6年8月24日(土) 
舞台のあれこれ 
講師：籔内部長補佐（舞台技術部） 

特別講座 令和7年1月30日(木) 
歌手と舞台を繋ぐ架け橋 

講師：岡本佐紀子（コレペティトゥア、ピアニスト） 

公演関連 
講座研修 

オペラ講座『死の都』（初級編・全2回） 

令和6年11月4日(月・休) 
オペラ演出家 栗山昌良を語る 
お話：中村敬一（演出家）、福井 敬（声楽家）、 

オペラ 
見学会 

令和6年11月17日(日) オペラへの招待『竹取物語』稽古（KHP）見学会 

令和7年1月20日(月) オペラへの招待『三文オペラ』稽古（KHP）見学会 

令和7年2月23日(日） プロデュースオペラ『死の都』稽古（KHP）見学会 

 
     ｂ 自主活動 

 
劇場サポーターによる自主的な活動としてサポーター通信の発行や各部会による自主的学習会等

が開催された。 
・サポーター通信“Harmonia” ２回発行（自己紹介号を含む） 
・交流会・学習会など９回開催（定例会５回、サポーターズサロン４回） 
・わいわいコンサート 

 
（イ）シアターメイツ 

青少年の舞台芸術への関心を高めるため、シアターメイツ会員（６歳以上18歳以下の青少年
等）を募集した。シアターメイツ通信を７回発行し、優待公演等を案内した。また、びわ湖ホ
ールで開催する青少年向けのイベント等を紹介した。 

会員数:１，２４８人（令和７年３月末現在） 
 

（ウ）舞台芸術情報サロン 
誰もが気軽に舞台芸術に関する情報に触れられるよう、舞台芸術情報サロンを運営し、                                                                                                                             

各種サービスの提供を行うとともに絵はがきやクリアフォルダー、また『神々の黄昏』Blu-ray 
Disc、『つばめ』ノート・クリアファイルなどのびわ湖ホールのオリジナルグッズなどを販売
した。 
ａ 公演情報の提供（びわ湖ホール公演および県内外の公演等） 
ｂ 舞台芸術資料の収集および閲覧、視聴サービス 

・音楽専門誌、演劇専門誌、舞台芸術情報誌等の月刊誌、週刊誌等 ２３種 



・舞台芸術関係書籍  １，６９９冊  
・LD、VHS、DVD、CD ８００点 

 
（エ）館内見学ツアー 

一般の見学者を対象に、館内見学ツアーを実施した。 
  ・まるっとステージツアー  実施回数：４回 参加者数：１６０人 
   

 
友の会、劇場サポーター、シアターメイツの状況 
 

 

区   分 

   

人   数   等 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

友 

の 

会 

一般会員 ２，８４９人 ２，９２５人 ２，７８７人 ２，３１７人 ２，１８３人 

特別会員 
１２８者 

１５５口 

１３８者 

１６６口 

１４９者 

１７９口 

１５４者 

１８９口 

１５５者 

１９１口 

サポート会

員. 

３３７者 

３５７口 

３７０者 

３９３口 

４２８者 

４５８口 

４４３者 

４７７口 

４２５者 

４６２口 

劇場サポーター 

１２２人 

（1～25 期） 

１３６人 

（1～26 期） 

１３２人 

（1～27 期） 

１１６人 

（1～28 期） 

１２０人 

（1～29 期） 

特別講座 1 回 
基礎講座 2 回 

特別講座 2 回 

基礎講座 1 回 

特別講座 3 回 

基礎講座 1 回 

特別講座 2 回 

基礎講座 1 回 

特別講座 1 回 

シアターメイツ １，１２２人 ９４４人 ８７６人 １，１４８人 １，２４８人 

 

（３）施設利用事業 

利用者の立場に立ったきめ細やかな応対を徹底し、リピーターの確保を含め施設利用の促進に努

めた。照明および音響設備更新工事により、大・中ホールを４か月（７月から10月）、小ホールを

１か月間（８月）利用停止したため、公演数、入場者数ともに令和５年度を下回った。過去の施設

利用者には利用停止の周知に努め、前後の時期にご利用いただく等影響の低減を図ったが、同等の

利用停止があった令和４年度と比較しても、公演数、入場者数ともに減少しており、特に大会・講

演会等においてその傾向が顕著であった。なお、施設稼働率は過年度と遜色なく、高水準を保って

いる。 

ア  施設利用の状況 

 

 

区  分 

  

公 演 数、入 場 者 数 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

大 ホ ー ル 
20 公演 

12,884 人 

53 公演 

43,000 人 

37 公演 

43,067 人 

58 公演 

74,258 人 

29 公演 

39,782 人 

中 ホ ー ル 
21 公演 

4,802 人 

26 公演 

8,413 人 

28 公演 

10,493 人 

29 公演 

14,164 人 

23 公演 

 9,988 人 

小 ホ ー ル 
54 公演 

4,426 人 

90 公演 

12,042 人 

92 公演 

12,352 人 

80 公演 

10,648 人 

85 公演 

10,368 人 

合   計 
95 公演 

22,112 人 

169 公演 

63,455 人 

157 公演 

65,912 人 

167 公演 

99,070 人 

137 公演 

60,138 人 

内 

訳 

舞台芸術公演 
73 公演 

17,340 人 

150 公演 

57,135 人 

130 公演 

51,821 人 

142 公演 

82,208 人 

123 公演 

52,763 人 

大会・講演会等 
22 公演 

4,772 人 

19 公演 

6,320 人 

27 公演 

14,091 人 

25 公演 

16,862 人 

14 公演 

 7,375 人 

      (注)件数は、公演および大会の本番の回数。 



 

イ  ホール等の稼働状況 

 

 区  分 
稼  働  日  数  （日） 

稼 働 率 (%) 1
1
1

自主事業 貸 館 計 

  大 ホ ー ル １４３ ３１ １７４ ９３（９６） 

  中 ホ ー ル １３４ ２７ １６１ ８７（８７） 

  小 ホ ー ル １５４ ７８ ２３２ ８４（８２） 

ホール 計 ４３１ １３６ ５６７ ８７（８８） 

  リハーサル室 ２３８ １２ ２５０ ８４（８４） 

  練 習 室  １ ２６４ ２５ ２８９ ９５（９６） 

  練 習 室  ２ ２１４ ５５ ２６９ ８９（８８） 

  練 習 室  ３ ２４８ １９ ２６７ ８８（８２） 

  研 修 室 １５１ １２ １６３ ５４（４８） 

合  計 １，５４６ ２５９ １，８０５ ８３（８３） 

       （注）稼働率は、休館日(年間５９)のほか保守点検等の日数を除く使用可能日をもとに算出。 

       （ ）は前年度実績。 
 

ウ 稼働率の推移 

 

 

区  分 

  

稼 働 率（％） 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

大 ホ ー ル ９４ ９０ ９１ ９６ ９３ 

中 ホ ー ル ８７ ８１ ８７ ８７ ８７ 

小 ホ ー ル ６５ ７２ ７３ ８２ ８４ 

ホ ー ル 計 ８２ ８１ ８２ ８８ ８７ 

リハーサル室 ８７ ７９ ８４ ８４ ８４ 

練  習  室 ８１ ８４ ８７ ８９ ９１ 

研  修  室 ５０ ４６ ４５ ４８ ５４ 

 
 

（４）管理運営 
施設の適正な管理を行うことで、日々の安全な運用や長寿命化を図るとともに、びわ湖ホールとし

ての質の高いサービスの提供に務めた。また、施設が老朽化する一方で、技術革新が飛躍的に進んで

いることから、利用者ニーズに合わせた効果的な改修ができるように県に要望し、安全・安心な管理

運営に努めた。 
給排水設備や空調設備の劣化に伴う設備更新、パイプシャッターや門扉、ロールスクリーンの修繕、

洗面台やベビーシートの更新等、施設・設備の老朽化・経年劣化に伴う修繕・更新工事等を行ったほ

か、令和８年度以降に計画されている大規模改修に向けて、県や実施設計受託業者等の関係機関と調

整を行った。 
 



ア ホール管理運営 

施設の維持管理を適切に行うとともに、公演開催に伴うチケット販売業務、総合案内業務、舞台技

術業務およびレセプショニスト業務等について、びわ湖ホールにふさわしい質の高いサービスを提供

した。 
あわせて、災害時の緊急対応について、「滋賀県立芸術劇場びわ湖ホールおよびびわ湖ホール駐車

場 災害時の緊急対応要領」をホール職員に徹底するとともに、非常時の対応に生かすため消防訓練

を実施した。 
また、日常の施設・設備点検を計画的に実施し、危険個所が発見された際は、速やかな処置、改修

を行った。 
 

イ 舞台技術運営 

（ア）舞台設備および備品管理運営 

舞台設備の日常点検・管理を適正に行うとともに、施設利用者に使いやすい環境を提供し

た。 

 

（イ）技術的専門性の向上 

びわ湖ホールの機能を活用し、創造性を発揮した舞台技術が提供できるよう努めた。 

また、創造型劇場の２７施設が会員となっている「公共劇場舞台技術者連絡会」の事務局とし

て参加し、専門部会で舞台技術についての講習など、劇場との情報交換や調査研究を通して、

技術的専門性の向上を行った。 

 

（ウ）安全管理 

「びわ湖ホール劇場技術運営マニュアル」に則り、舞台の安全な管理運営に努めた。 

 

   （エ）大規模改修等工事の実施 

県からの受託により、令和６年４月から令和７年２月にかけて、大・中・小ホールの改修等

工事を行った。（工事作業の休館期間は、大・中ホール4か月、小ホール1か月間。） 

 

  ・大ホール調光盤更新 

・中ホールスピーカー出力部更新 

  ・大・中ホール調光システム更新 

  ・大・中ホール音響調整室システム更新 

・大・中ホールワイヤレスインカムシステム更新 

・小ホール照明システム更新 

・大・中ホール美術バトンワイヤーロープ交換 

・大・中ホール吊物ブレーキ電源ユニット交換 

・舞台機構設備減速機内ギヤオイル交換 

・大・中ホールリミットスイッチ交換 

・大ホール床機構盆フリクションローラ交換 

  ・大ホールホリゾント幕更新 

  ・ミュージクールオーバーホール 

・エバーマックスオーバーホール 

  ・ＦＱＨオーバーホール 
 

令和８年度以降に計画されている大規模改修に向けて、各方面との調整を行った。 

また、先行事例のある県外施設に出向くなどして情報収集に努めた。 

 

ウ 駐車場管理運営 

駐車場の維持管理を適正に行うとともに、ホール来館者をはじめ一般の方の利用に供した。 
     駐車場の令和６年度の総利用台数は55,567台で、令和５年度に比べて約30％の減、同等の利用停

止があった令和４年度と比べても約15％の減少となった。 

 



びわ湖ホール駐車場利用台数 

 

区  分 

  

台      数 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

合    計 ３１,３２１台 ６９,２９９台 ６６,１１７台 ７８,２２８台 ５５,５６７台 

月 平 均 ２，６１０台 ５，７７４台 ５，５０９台 ６，５１９台 ４，６３１台 

日 平 均     ８６台   １８９台   １８１台   ２１３台   １５２台 

多頻度利用券（月） 
（延べ） 

３，１１８台 
（延べ） 

３，３２０台 
（延べ） 

２，４４７台 
（延べ） 

２，４５６台 
（延べ） 

２，２４４台 

 

 

（５）舞台芸術基金の状況 

 

 

区分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

１声楽ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ 
125 件 

601,800 円 

7 件 

161,000 円 

6 件 

150,000 円 

4 件 

70,220 円 

8 件 

3,562,000 円 

２次世代 
111 件 

446,950 円 

4 件 

36,000 円 

3 件 

25,000 円 

2 件 

53,000 円 

2 件 

1,005,000 円 

３芸術全般 
772 件 

10,594,538 円 

127 件 

11,044,822 円 

17 件 

10,379,943 円 

8 件 

15,369,734 円 

 26 件 

15,801,355 円 

計 
783 件 

11,643,288 円 

130 件 

11,241,822 円 

18 件 

10,554,943 円 

10 件 

15,492,954 円 

36 件 

20,368,355 円 



Ⅱ 事 業 実 績 

 ３ 文化産業交流会館 

（１） 自 主 事 業 

   ア 令和６年度自主事業 

滋賀県文化振興基本方針の基本目標を実現するため、滋賀県障害者文化芸術活動推進計画

も踏まえ、当財団の中期経営計画に基づき、イベントホール、小劇場をはじめ、県内小中学校

や文化ホール、博物館等で 29事業 53 公演を行った。 

（ア） 公演事業（イベントホール・小劇場） 

     〈イベントホール〉 

北部地域の吹奏楽振興を目的に、令和 5 年度に連携・協力協定を締結したシエナ・ウイン

ド・オーケストラによる中学生・高校生対象としたクリニックやコンサートを行うとともに、

締結１周年を記念して同オーケストラの演奏会を追加開催した。 

イベントホール内に特設舞台の芝居小屋「長栄座」を建て込み、「夏のフェスティバル 2024」

として、3 事業４公演を行った。1 つ目は、湖北地域の資源を活かし『湖北百景』と題した 3

年がかりの計画をスタートし、令和６年度は、竹生島宝厳寺開創 1300 年を記念して日本舞

踊や落語による「湖北百景－風雅の竹生島」を２日間にわたり開いた。二つ目は、多方面で

才能を発揮している駒田早代の津軽三味線に、尺八、手踊りが共演する「民謡の世界」、三つ

目は、びわ湖ホール声楽アンサンブルによる「美しい日本の歌」米原公演を、芝居小屋の雰

囲気の中でお楽しみいただいた。 

ベビーカーや車椅子のまま入場可能な「ぶんさん０歳児からのコンサート」は、年齢や障

害の有無に関わらず楽しめるバリアフリー化を目指し、乳幼児だけでなく、普段は劇場に来

づらい方々にも安心して鑑賞いただいた。 

 県内の子どもや青少年を出演者として公募している「ユースシアター」事業は、湖北地域

の民話を題材に「邦楽ミュージカル」として上演。稽古等を 30 回近く重ねて、子どもたちの

表現力や創造力、コミュニケーション力を育んだ。 

「フォレスタぶんさんスペシャルコンサート」は、コーラスグループ「フォレスタ」に、

今後の活躍が期待される彦根市出身のヴァイオリニストをゲストに迎えた。また、国スポ・

障スポの開催年に、応援事業としてマーチングの祭典「フィールドアート 2025」を 2 日間開

き、総勢 14 団体が熱演し会場を盛り上げた。さらに、ポップス事業として、デビュー55 周

年を迎えた「南こうせつ」のコンサートを行い、当館周辺の経済効果にもつながった。 

 

〈小劇場〉 

「びわ湖の春 音楽祭 2024」の米原公演は、びわ湖ホール声楽アンサンブルの新メンバー

のお披露目となり、音楽祭を盛り上げた。また、国内外で高い評価を得る「トゥーアールマ

ンション」によるパントマイム、ダンス、ライブ演奏を親子で楽しんでいただいた。さらに、

県ゆかりの新進アーティストを紹介する「びわ湖ミュージックフォレスト」を４公演、新事

業として、第一線で活躍する熟練アーティストによる「びわ湖ミュージックコネクト」を２

公演開いた。 

  

（イ）普及事業 

      県北部地域が和楽器弦の産地であること、曳山祭の子ども歌舞伎が盛んであることなどの

地域の特性を活かし、日本舞踊や箏に子どもの時から親しみ、古典芸能を身近に感じてもら

う「古典芸能キッズワークショップ」（小学生対象）を実施。箏の部門は、その後も、「筝曲

ジュニア・アンサンブル」（中学生対象）、「邦楽専門実演家養成事業」（高校生～一般）

と、段階的に邦楽を学べるように講座を設定。なお、びわこ文化センターでは、「中学生・



高校生のための日本舞踊」を開講している。また、当館に来られない県内の子どもたちにも

広く邦楽に触れる機会を提供するため、邦楽演奏家を小中学校に派遣して出張授業を行う「和

のじかん」を実施した。 

      「アートマネジメント人材養成講座」は、『湖北百景』をテーマにしたほか、北部地域の

伝統文化の魅力を探る講座を実施した。当館の３階にあるびわこ文化センターでは、約70の

文化講座を開講し、その学びの成果を発表する機会として、イベントホールで「かがやき☆

フェスタ2024」を開いた。また、文化・経済フォーラム滋賀や滋賀県産業支援プラザと連携

して、「ビジネス・カフェ in 文化産業交流会館」「滋賀・三重・岐阜 モノづくり商談会 

in 滋賀」などを実施した。さらに、「湖北百景－風雅の竹生島」公演日にあわせて、ロビー

で「近江のあたらしい伝統産業展」として、伝統的工芸品や特産品等の展示・販売を行った。 

 

（ウ）受託事業 

県が取り組む「北の近江振興プロジェクト」に加わり、「邦楽専門実演家養成事業」の修 

     了生が主体となる滋賀県邦楽専門集団「しゅはり」が、青岸寺（米原市）とヤンマーミュー 

ジアム（長浜市）で演奏会やワークショップを実施。その集大成として、会場内に和楽器の

弦を張り巡らした小劇場にて、湖北の風景や暮らしの写真を背景に「北にきゃんせ音楽会」

を開いた。 

また、平和堂財団から音楽事業を受託し、令和６年度は「平和堂財団設立35周年記念 ガ

ラ・コンサート2024」のほか、「鳩の音楽会2024」「びわ湖ミュージックハーベスト」等４事

業を実施した。       

 

【令和６年度自主事業】 
文化産業交流会館 

区 分 事業数 公演数 公演数内訳 入場者数 

（人） 

 

イベント 

ホール 

１０ 

 （11） 

中止 0（1） 

１２ 

（14） 

中止 0（1） 

古典芸能:3、声楽・オーケストラ:5 

ポピュラー音楽：1、ミュージカル:1 

マーチング:2 

6,852 

（11,234） 

小劇場 
４ 

（4） 

８ 

（8） 

室内楽・器楽:6、声楽：1 

パフォーマンス:1 

997 

（1,241） 

普及事業 
１０ 

（12） 

２５ 

（28） 

普及啓発(学校アウトリーチ他):23 

人材育成：2 

15,595 

(17,194) 

受託事業 
５ 

（3） 

８ 

（4） 

北にきゃんせ音楽会：3 

公益財団法人平和堂財団:5 

3,107 

（1,452） 

計 
２９ 

（30） 

中止 0（1） 

５３ 

（54） 

中止 0（1) 

 26,551 

（31,121） 

    ※（ ）は前年度実績 

 



（ア）イベントホール

   令和６年度からの新事業「シエナ☆セブン クリニック＆コンサート」をはじめ、10事業12公演を行った。

実施日 事業名 事業概要 入場者数 分野

令和５年度に連携・協力協定を締結した、日本の吹
奏楽界を牽引するシエナ・ウインド・オーケストラの
精鋭メンバー７名によるスペシャルコンサート。
出演：東佳樹（パーカッション）他、シエナ・ウィンド・
　　　 オーケストラメンバー

221人

楽器クリニック：中学生・高校生を対象に６パートに
分かれて開き、聴講も受け入れた。

59人

7月27日(土) 230人

7月28日(日) 237人

8月3日(土)
芝居小屋「長栄座」夏のフェスティ
バル2024
津軽三味線と民謡の世界Ⅱ

駒田早代は、会館連続４年の出演。令和６年度は、
芝居小屋「長栄座」で、師匠の松田隆行をゲストに
迎え、尺八や津軽手踊りと共演。
出演：駒田早代（津軽三味線）、松田隆行（津軽三
        味線）、小湊昭尚（尺八）、中村滉己（津軽三
        味線）、太田清廣・伸廣（太田流津軽手踊り
        会）

219人 古典芸能

8月4日(日)

芝居小屋「長栄座」夏のフェスティ
バル2024
びわ湖ホール声楽アンサンブル
「美しい日本の歌」 米原公演vol.4

童謡や唱歌、昭和や平成を彩った歌謡曲等、いつ
までも心に響く歌を集めたコンサートを、びわ湖ホー
ルとともに芝居小屋「長栄座」で開催。
指揮：本山秀毅
出演：びわ湖ホール声楽アンサンブル
        植松さやか（ピアノ）

383人
声楽・オーケス
トラ

11月2日(土)
フォレスタぶんさんスペシャル
コンサート

コーラスグループ フォレスタと彦根市出身で将来の
活躍が期待されるヴァイオリニスト 谷田翔平をゲスト
に迎えたスペシャルコンサート。
出演：フォレスタ(声楽)
ゲスト：谷田翔平（ヴァイオリン）

624人
声楽・オーケス
トラ

11月23日（土・祝）

ぶんさん0歳児からのコンサート
vol.4
パフォーマンスと楽しむおーけす
とら

イベントホールの特性を活かし、ベビーカーや車椅
子のままでも楽しんでいただけるオーケストラのコン
サートをパフォーマンスとコラボレーションして開催。
指揮：米田覚士
出演：大阪交響楽団、to R mansion

423人
声楽・オーケス
トラ

12月15日(日)
ユースシアター事業
邦楽ミュージカル
「近江むかしがたり　其の二」

公募で集まった滋賀県内の小学３年生から20歳ま
での19人が､25回の稽古を重ねて、湖北地域の５つ
の民話を題材に、邦楽の音色にあわせたミュージカ
ルを熱演。
稽古日数：25回（６月：オーディション、７月：ワーク
       ショップ、オリエンテーション、８月～12月：稽
       古）、公演前日リハ
脚本・演出：川村ミチル
音楽：池上眞吾
音楽制作・歌唱指導：岡田健太郎

306人 ミュージカル

1月25日(土) 1,011人

1月26日(日) 969人

1月30日(木)
南こうせつコンサートツアー2025
～神田川～

デビュー55周年の南こうせつの全国ツアーを開催。
出演：南こうせつ

1,493人
ポピュラー音
楽

3月16日(日)

連携・協力協定１周年記念
シエナ・ウインド・オーケストラ
～アニメ・映画音楽の名曲コン
サート～

シエナ・ウインド・オーケストラと連携・協力協定を締
結して１周年の記念コンサートを、令和６年度追加
事業として開催。
指揮：栗田博文
出演：シエナ・ウインド・オーケストラ

677人
声楽・オーケス
トラ

6,852人

( 11,234人)

6月9日(日)

シエナ☆セブン
クリニック＆コンサート
～滋賀ぶんさん　やってみよう！
吹奏楽シリーズ　Vol.1～

声楽・オーケス
トラ

古典芸能
芝居小屋「長栄座」夏のフェスティ
バル2024
｢湖北百景－風雅の竹生島｣

竹生島宝厳寺の開創1300年を記念して、山村友五
郎による日本舞踊の舞比べと桂吉坊による新旧落
語の聴き比べができる「竹生島」尽くしの公演。
出演：山村友五郎、山村若、山村侃（舞踊）、
　　　 菊央雄司（三味線）、桂吉坊（落語）、
        滋賀邦舞連盟  ほか

合　　計  10事業  12公演

（　前年度  11事業  14公演　）

マーチング
マーチングバンドの祭典
フィールドアート2025

滋賀県内をはじめ近隣府県の高等学校・大学の吹
奏楽部やチアリーディング部、一般のマーチングバ
ンド等総勢14団体が出演する祭典を２日間にわたり
開催。
出演：滋賀学園チアリーディング、近江高校、京都
　　　 橘高校、奈良学園大学、JOKERS　他

完売

完売



（イ）小劇場

    　令和６年度からの新シリーズ 「びわ湖ミュージックコネクト」をはじめ、４事業８公演を行った。

実施日 事業名 事業概要 入場者数 分野

4月20日(土)
びわ湖の春音楽祭 米原公演
「ぶんさんスプリングコンサート」

春から新しいメンバーを迎えたびわ湖ホール声楽ア
ンサンブルによるお披露目コンサートを「びわ湖の
春音楽祭」の一環として開催。
指揮：大川修司
出演：びわ湖ホール声楽アンサンブル
　　　 小林千夏（ピアノ）

146人
声楽・オーケス
トラ

6月16日(日)
ｔｏ R mansion プレゼンツ
ファミリーキャバレーショー
「はだかの王様」

世界中で活躍するパフォーマーたちが、パントマイ
ム、ダンス、マジックなど、ライブ演奏で描くステージ
アート。
出演：ｔｏ R manshion、江戸川じゅん兵　他

186人 パフォーマンス

7月20日(土)
びわ湖ミュージックフォレスト
File1
ピアノ三重奏 Ｔｒｉｏ Ｅx

滋賀県出身のピアニスト リード希亜奈が、留学先の
ベルリンで出会った若手ヴァイオリニストとチェリスト
の3名で結成した Trio Ex によるピアノ三重奏コン
サート。
出演：リード希亜奈（ピアノ）、友滝真由（ヴァイオリ
　　　 ン）、藤原秀章（チェロ）

106人 室内楽・器楽

9月14日(土)
びわ湖ミュージックフォレスト
File2
マリンバアンサンブル「プリズム」

令和２年度に滋賀県文化奨励賞を受賞した中路友
恵と本県出身の若手打楽器奏者によるマリンバアン
サンブルコンサート。
出演：中路友恵、野村萌、深田瑞穂、山田佳那子
　　　　（マリンバ/打楽器）

161人 室内楽・器楽

１月13日（月・祝）
びわ湖ミュージックフォレスト
File3
中嶋雫によるピアノ演奏会

大槻夏子と中嶋雫によるピアノジョイントリサイタルを
予定していたが、開催日直前で大槻夏子が体調不
良となったため、中嶋雫による演奏会を開催。
出演：中嶋雫（ピアノ）

92人 室内楽・器楽

3月23日(日)
びわ湖ミュージックフォレスト
File4
String Quartet ＆ Horn

さきらジュニアオーケストラ・アカデミーで出会った５
人による弦楽四重奏とホルンの室内楽コンサート。
出演：山本大心、泉谷シルク（ヴァイオリン）、
　　　 山本紗帆（ヴィオラ）、塚本ひらき（チェロ）、
       佐藤舞古都（ホルン）

87人 室内楽・器楽

2月22日(土)
びわ湖ミュージックコネクト Vol.1
玉井菜採デュオリサイタルwith久
末航

第一線で活躍する滋賀県ゆかりのアーティストによ
るリサイタルを届ける令和６年度からの新シリーズ｢
びわ湖ミュージックコネクト｣。
滋賀を代表するヴァイオリニスト 玉井菜採と本県出
身の新進気鋭のピアニスト 久末航とのデュオリサイ
タル。
出演：玉井菜採（ヴァイオリン）、久末航（ピアノ）

92人 室内楽・器楽

3月9日(日)
びわ湖ミュージックコネクト Vol.2
宮本妥子ソロリサイタル

滋賀を代表する打楽器・マリンバ奏者の宮本妥子
が、クラシックや現代音楽の領域にとどまらず、他分
野と融合した独創的な世界観を届けるリサイタル。
出演：宮本妥子（打楽器・マリンバ）、
        小川珠絵（舞踊）、稲垣聡（ピアノ）

127人 室内楽・器楽

997人

( 1,241人)（　前年度  4事業  8公演　）

合　　計  4事業  8公演

完売



（ウ）普及事業

   「邦楽専門実演家養成事業」をはじめ､邦楽器による学校アウトリーチ事業など、10事業25公演を行った。

実施日 事業名 事業概要 入場者数 分野

5月26日(日)
アートマネジメント人材養成講座
 第１回「古典芸能の楽しみ方」

「湖北百景-風雅の竹生島」公演で上方落語を取り
上げることから、上方落語の歴史を学びながら、どの
ように観て感じると面白いかを考える講座を開催。
講師：小林昌廣（舞台芸術アドバイザー）

16人

7月7日(日)
アートマネジメント人材養成講座
第２回「舞踊における竹生島」

「湖北百景－風雅の竹生島」公演の演出を担当する
小林昌廣と、同公演で「竹生島」の企画構成および
舞比べを披露する山村友五郎との対談。
講師：小林昌廣、山村友五郎（舞踊）

23人

3月2日(日)
アートマネジメント人材養成講座
第３回「白洲正子がみた湖北－
祈りの世界－」

白洲正子の紀行文に導かれながら、湖北の伝統文
化の姿について考える講座。小林昌廣が体調不良
のため、内容を変更して本講座を開催。
講師：髙梨純次、對馬佳菜子

46人

10月～2月 邦楽専門実演家養成事業

古典から現代曲まで幅広く箏演奏のアンサンブル実
技を学べる講座を実施。新たに県外から現役の大学
生・大学院生４人が受講。
受講生：19人、稽古8回、前日リハ
講師：野村祐子、池上眞吾、片岡リサ、吉澤延隆

-

2月9日(日)
邦楽専門実演家養成事業
演奏会

「邦楽専門実演家養成事業」受講生が、３つのコー
スと合同クラスで稽古を重ね、その成果を披露する
演奏会。当日、積雪が多いため、小劇場での演奏会
とともに、急遽YouTubeによるライブ配信も行った。

109人

７月～11月 古典芸能キッズワークショップ

小学生を対象に、箏や日本舞踊のワークショップを
通して、日本の古典芸能の楽しさに触れ、身近に感
じてもらう体験事業。
受講生：箏14人、日本舞踊12人、稽古各12回

-

８月～11月 箏曲ジュニア・アンサンブル
キッズワークショップを修了した中学生を対象に、ア
ンサンブルを通して箏の高度な演奏技術を習得。
受講生：4人、稽古６回

-

11月10日(日)
古典芸能キッズワークショップ＆
箏曲ジュニア・アンサンブル成果
発表会

古典芸能キッズワークショップと箏曲ジュニア・アンサ
ンブルの成果発表会。日本舞踊は「藤の花」等、箏
は「 鷹」等を披露し、ジュニア ・アンサ ンブルは
「アスリート」を演奏。

152人

346人

( 314人)

人材育成

小　　計  4事業  2公演

（　前年度  4事業  3公演　）



実施日 事業名 事業概要 入場者数 分野

11月14日(木) 栗東市立大宝東小学校　片岡リサ（箏） 71人

11月27日(水) 彦根市立稲枝中学校　伊藤志野（箏）、岩本みち子（尺八） 82人

12月5日(木) 大津市立南郷中学校　吉澤延隆（箏） 136人

12月6日(金) 栗東市立葉山小学校　吉澤延隆（箏） 70人

1月9日(木) 野洲市立北野小学校　吉澤延隆（箏） 109人

1月10日(金) 豊郷町立豊郷小学校　吉澤延隆（箏） 39人

１月16日（木） 近江八幡市立馬淵小学校　伊藤志野（箏）、岩本みち子（尺八） 66人

1月17日(金) 東近江市立蒲生北小学校　片岡リサ（箏） 53人

1月23日(木) 湖南市立三雲東小学校  片岡リサ（箏） 47人

1月29日(水) 野洲市立中主小学校　片岡リサ（箏） 39人

1月30日(木) 草津市立老上西小学校　伊藤志野（箏）、岩本みち子（尺八） 93人

5月9日（木）
～

5月12日（日）

びわこ文化センター
かがやきフェスタ2024
作品展示・舞台発表

びわこ文化センター受講生による絵画や手工芸等
の作品展示（5/9～5/12）、音楽や舞踊等の舞台発
表（5/12）をイベントホールで開催。
作品展示：18講座、舞台発表：13講座　計31講座

1,146人

通年
びわこ文化センター
文化講座

びわこ文化センターにおいて、１年を通して定期講
座や１day講座を開講し、２歳から89歳までの幅広い
世代が受講。
講座数：定期講座79、１ｄay講座26　計105講座

11,640人

13,591人

( 13,537人)

7月27日(土) 482人

7月28日(日) 515人

11月3日(日)
ビジネス・カフェin文化産業交流
会館 第17回文化ビジネス塾

「建築とまちづくり」をテーマに、世界的建築家 坂茂
氏の講演、坂氏と和田彦根市長との対談および参加
者とのクロストークを、文化・経済フォーラム滋賀と連
携して開催。
出演：坂茂、和田裕行　他

193人

12月5日(木)
滋賀・三重・岐阜
「モノづくり商談会inSHIGA」

滋賀県、三重県、岐阜県の中小企業支援機関との
合同商談会をイベントホール等で開催。

397人

年8回
ビジネスカフェ
あきんどひろば in 米原

年８回のビジネス講座を滋賀県産業支援プラザと連
携して実施した。
①5/29 ②7/26 ③8/2 ④8/9 ⑤10/11 ⑥12/5
⑦1/24 ⑧2/5

71人

1,658人

( 903人)

－ － － － 協働連携

0人

( 2,440人)

15,595人

( 17,194人)

合　　　計  10事業  25公演

（　前年度  12事業  28公演　）

（　前年度  2事業  0公演　）

普及啓発

小　　計  0事業  0公演

（　前年度  3事業  4公演　）

小　　計  4事業  0公演

近江のあたらしい伝統産業展

「湖北百景－風雅の竹生島」公演にあわせて、湖北
地域をはじめ滋賀県の伝統的工芸品や特産品を展
示・販売。
出店数：伝統的工芸品７、特産品等10　計17

産業連携

小　　計  2事業  23公演

（　前年度  3事業  21公演　）

邦楽器による学校アウトリーチ
「和のじかん」

県内の小中学校11校（22公演）で実
施し、805人の児童・生徒が鑑賞・体
験。

定員満了



（エ）受託事業

　　令和６年度からの県受託事業「北の近江振興プロジェクト」、「平和堂財団35周年記念事業」など、５事業８公演を行った。

実施日 事業名 事業概要 入場者数 分野

5月26日(日)

枯山水庭園を望む青岸寺書院「六湛庵」で、ミニコン
サートを開催。
会場：青岸寺（米原市）
出演：滋賀県邦楽専門集団「しゅはり」メンバー
　　　 吉澤延隆（箏）
出展：西川礼華（日本画）

100人

子どもたちに人気の体験型ミュージアムで、ロビーコ
ンサートと箏のワークショップを開催。
会場：ヤンマーミュージアム（長浜市）
出演：滋賀県邦楽専門集団「しゅはり」メンバー
        吉澤延隆（箏）

ロビーコンサート 90人

箏ワークショップ 16人

9月21日(土)

和楽器弦を張り巡らせた小劇場で、滋賀県邦楽集団
「しゅはり」が、湖北の風景映像を背景に演奏。
会場：文化産業交流会館　小劇場
出演：滋賀県邦楽専門集団「しゅはり」
ゲスト：片岡リサ、吉澤延隆（箏）
対談：山本和智（作曲家）、橋本英宗（丸三ハシモト）

195人

9月26日(木)

2023年度平和堂財団芸術奨励賞受賞者による演奏
会を３会場で開催。
出演：西浦千陽（フルート）、谷口和真（ピアノ）
ゲスト：久津内 瞳（ピアノ）、城甲実子（チェロ）
会場：高槻城公園芸術文化劇場 トリシマホール

552人

9月28日(土) 会場：ひこね市文化プラザ エコーホール 216人

9月29日(日) 会場：栗東芸術文化会館さきら 大ホール 523人

12月22日(日)
平和堂財団設立35周年記念　ガ
ラコンサート2024

平和堂財団設立35周年を記念して、財団の芸術奨
励賞（音楽部門）受賞者を中心に結成した総勢77人
のオーケストラによるコンサートを開催。
指揮：篠﨑靖男
ソリスト：堀内星良（ヴァイオリン）、南さゆり（ソプラ
　　　　ノ）、リード希亜奈（ピアノ）
管弦楽：Gala2024スペシャルオーケストラ （コンサー
　　　　トマスター：玉井菜採）
司会：稲垣聡
会場：びわ湖ホール　大ホール

1,295人 声楽・オーケストラ

1月5日(日)
2024年度海外留学助成選考/平
和堂財団芸術奨励賞音楽部門
選考会

海外留学助成および、平和堂財団芸術奨励賞音楽
部門の２次選考会を実施。
・海外留学助成
　宮本江里佳（オーボエ）
・芸術奨励賞
　受賞者：松本知暁（マリンバ）、新水咲由美（ピア
　ノ）、村田美由紀（ピアノ）
会場：栗東芸術劇場さきら　大ホール

－ 室内楽・器楽

3月26日（水）
～

3月28日（金）

滋賀県および近隣府県に在住・通学している小学５
年生から高校生を対象とした室内楽セミナー。
参加者：13人（応募者21人）
会場：文化産業交流会館　練習室、小劇場　他

－ セミナー

3月29日(土)
３日間の室内楽セミナーの成果発表公演を開催。
会場：文化産業交流会館 小劇場

120人 室内楽・器楽

3,107人

( 1,452人)

26,551人

( 31,121人)

北の近江振興プロジェクト
北にきゃんせ音楽会

合　　計  5事業  8公演

（　前年度  3事業  4公演　）

びわ湖ミュージックハーベスト

鳩の音楽会2024 室内楽・器楽

7月6日(土) 人材育成

（　前年度  30事業  54公演　）

総　　計  29事業  53公演

定員満了



イ 令和７年度以降自主事業準備 

令和７年度以降の自主事業を円滑に実施するため調査・交渉を進めるとともに、令和７年度

に開催する公演の事前準備を行った。 

 

ウ ネットワークの形成 

文化関係者や文化施設にとどまらず、学校、企業、地元の自治会等とのコミュニケーション

を図り、多方面でのネットワークの構築に努めた。特に、令和６年度は、「北にきゃんせ音楽会」

で、アウトリーチとして地域に出かけることで新しいネットワークのきっかけとなった。 

 

（２）広報営業 

ア 広報営業 

自主事業のＰＲ、チケットの販売および施設利用の促進のため、ウェブサイトをはじめブロ

グやＳＮＳ（フェイスブック、Ｘ、インスタグラム）、メールマガジンを活用し、年間を通し

てコンスタントな情報発信に努めた。特に、「湖北百景－風雅の竹生島」公演においては、Ｊ

Ｒ米原駅の協力のもと、北陸本線や琵琶湖線の駅構内のポスター掲示、また、琵琶湖汽船や近

江トラベルには、公演チケット購入者に竹生島乗船代が割引になるキャンペーンに協力してい

ただいた。 

報道関係への働きかけとしては、新聞社、テレビ、ラジオ、専門誌、雑誌、ミニコミ誌、タ

ウン誌、市の広報紙等、多岐にわたって情報提供や広告掲載を随時行った。また、「芝居小屋

『長栄座』夏のフェスティバル」の制作発表、令和７年度ラインアップの記者発表に加え、稽

古現場での取材対応等を行った。 

米原駅の自由通路に当館の案内看板を設置するとともに、自主事業のポスター・チラシを掲

示した。また、会館周辺の自治会をはじめ、小中学校、銀行、スーパー等に毎月チラシを持参

し広報の協力をいただいた。さらに、観客の対象年齢や居住地域の特性も考え、新聞へのチラ

シ折込なども活用した。 

舞台芸術情報誌「湖響」の会館情報コーナー「えいじゃに」での取材記事等の掲載をはじめ、

公演アンケートを活用した希望者へのＤＭ発送、会館ホームページから任意登録されている

「アートフレンド」会員へのメールマガジン配信など、様々な手法を組み合わせた広報活動を

行った。 

さらに、当財団の営業部と連携し、びわ湖ホール友の会会員の特典である公演招待に当館公

演を組み入れた。また、「長栄座」公演の協賛金を湖北地域の企業やホテル・旅館等にお願い

するとともに、夢キラリ文化基金の獲得についても当館関係者・団体、企業等に営業活動を行

った。 

（ア）広報活動 

パブリシティ活動としては、自主事業公演のプレスリリースを行うとともに、新聞社２紙

（京都、中日）への寄稿などを含め、報道機関等へＰＲ活動を行った。また、ＳＮＳ等によ

り最新の公演情報を発信したほか、テレビ・ラジオ出演による広報、ＪＲ駅へのポスター掲

示などの活動も行った。 新聞記事､専門誌等掲載件数194件 

（イ）舞台芸術情報誌「湖響」への情報掲載 

財団が発行する舞台芸術情報誌「湖響」内の会館情報コーナー「えいじゃに」（Art journey）

欄に、独自取材による出演者、参加者等へのインタビュー記事や古典芸能の取り組みをイラ

ストや図式を活用し、親しみやすい誌面づくりに努めた。 

（ウ）アートインフォメーションコーナー 

誰もが気軽に文化・芸術に関する情報に親しむことができるように、緑のロビーに古典芸

能やクラシック音楽、郷土に関する書籍や雑誌等をご覧いただけるスペースを設けるととも



に、パスポートセンター前には、文化施設をはじめ観光関係のチラシ、ポスター、パンフレ

ット等を掲出した。また、地域の文化団体や学校などから文化・芸術活動に関する相談にも

応じた。 

 

イ チケット販売 

ニーズの高い自主事業は、各企業や各プレイガイドでの先行受付や、蓄積した顧客情報(「ア

ートフレンド」、公演アンケート)を活用し、ＤＭのほかパソコンやスマートフォンにチケット

情報の案内をメール配信、適宜ＳＮＳ広告を行うなど、即効性のあるチケット販売活動を行っ

た。また、チケットの受け取りおよび購入について、コンビニエンスストアでの受け取りやク

レジットカード決済で利便性を高め、顧客の拡大に努めた。 

     ・会館ホームページを経由したインターネットでの購入枚数 17事業 1,547枚 

                            

ウ メールマガジン「アートフレンド」会員運営 

当館の新規顧客やチケット販売数の拡大を図るため、定期的に会員向けの情報提供を行った。 

アートフレンド会員数 

区 分 
会 員 数（人） 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

アートフレンド会員 2,157 2,113 2,095 2,077 1,846 

 

（３）施設利用事業 

施設の新規顧客の獲得や継続利用を図るため、当館の応援キャラクターを作成し、親しみのあ

る施設案内パンフレットの作成やＳＮＳなどでＰＲを行った。また、令和７年度に施設利用料を

改定するのにあわせて、改修や備品更新を行った施設の案内パンフレットを一新した。 

コロナ禍から貸館件数、入場者は回復傾向にあり、特にイベントホールは、長期にわたる社員

研修や展覧会、産業フェア、興行など様々な用途で利用いただいている。 

 

ア 施設利用の状況 

区 分 
貸館件数、入場者数（人） 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

イベントホール 
75 115 113 104 112 

10,807 18,640 26,456 30,028 31,094 

小劇場 
48 42 50 33 54 

3,328 2,846 3,608 2,742 4,748 

会議室・練習室 
575 570 536 520 494 

12,010 12,269 10,165 12,142 13,521 

計 
698 727 699 657 660 

26,145 33,755 40,229 44,912 49,363 

     

イ ホール等の稼働状況 

区分 
稼働日数(日) 

稼働率(％)(※2) 自主事業 貸館状況 計 (※1) 

イベントホール 50 112 162 61 

小劇場 55 54 109 37 

ホール 計 105 166 271 49 



練習室1 89 58 147 48 

練習室2 91 62 153 50 

第1会議室 35 89 124 40 

第2会議室 38 92 130 42 

第3会議室 16 78 94 31 

第4会議室 21 56 77 25 

第5会議室 19 54 73 24 

合計 414 655 1069 40 

        (※1)自主・貸館の同一日の重複を除いた合計。  

(※2)休館日、保守点検等の日数を除く使用可能日を分母とし算出。 

 

   ウ 稼働率の推移 

区 分 
稼働率(％) 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

イベントホール 51 61 47 57 61 

小劇場 44 34 40 33 37 

ホール 計 47 48 44 45 49 

練習室 38 41 40 46 49 

会議室 39 35 31 33 33 

   ※小数点以下1位を四捨五入。 

 

（４）管理運営 

施設の安全・安心な管理運営に努めるとともに、多目的施設として多様な利用の要望に応えら

れるよう柔軟な対応を行った。また、館内の情報共有を図るため、入居者による連絡会議を年２

回開催した。 

経年劣化したイベントホールの引き割幕の修理や小劇場の鑑賞席の保守修繕工事を行ったほ

か、空調設備の更新、会議室と練習室の机・椅子、演奏者用椅子の更新を進め、快適な利用環境

の整備に努めた。なお、長寿命化計画として空調設備冷却塔の改修工事が完了した。 

また、イベントホールで多くの来館者が見込まれる催しについて、当館の駐車場では不足する

ため近隣駐車場を確保し警備員を配置した。 

令和６年度末にＳＯＨＯビジネスオフィスが廃止された。令和４年度に退居したレイカディア

大学米原校の空き部屋とともに、北部地域の振興に向けて、高層棟の有効活用について引き続き

県に要望していく。 

 

   ア  ホール等の管理運営 

法に基づいた適正で安全・安心な施設設備の維持管理にあたるとともに、質の高いサービス

の提供を行った。各ホールのほか、練習室、会議室、駐車場等の施設点検、および火災発生時

の職員教育として、入居者や業務委託者等との年２回の消防訓練を行った。 

 

   イ  来館者サービス 

県内の文化情報をはじめ観光案内に関する情報紙、ポスター・チラシの掲出、当館事業に関 

する書籍を設置したほか、県内文化ホールや文化団体等の公演入場券を販売した。また、噴水

設備跡地にふさわしい作品を展示するとともに、玄関と中庭に滋賀県立陶芸の森の現代美術作

品を展示し、滋賀県の作家紹介と産業振興に資するとともに、文化施設としての雰囲気づくり



に努めた。 

（５）夢キラリ文化基金の状況 

当館や地域創造部の取り組みに対する寄付金を、当館の運営に関わる法人、団体、個人に募集

した。 

 

 

区分 件数、金額 

夢キラリ文化基金 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

１『湖国と文化』 
7 件 

57,000 円 

3 件 

25,000 円 

3 件 

25,000 円 

6 件 

34,700 円 

8 件 

67,500 円 

２ 伝統芸能 
9 件 

85,000 円 

8 件 

85,000 円 

4 件 

35,000 円 

8 件 

67,500 円 

9 件 

82,500 円 

３ 次世代 
3 件 

25,000 円 

3 件 

25,000 円 

4 件 

31,087 円 

4 件 

27,500 円 

5 件 

54,500 円 

４ 文化・芸術全般 
9 件 

135,000 円 

7 件 

70,000 円 

15 件 

210,000 円 

12 件 

217,500 円 

 7 件 

102,500 円 

小    計 
28 件 

302,000 円 

21 件 

205,000 円 

26 件 

301,087 円 

30 件 

347,200 円 

29 件 

307,000 円 

繰       入 1,372,499 円 1,674,507 円 1,879,515 円 2,080,612 円 2,427,822 円 

利    子 8 円 8 円 10 円 10 円 658 円 

取 崩 額 0 円  0 円  100,000 円  0 円  0 円  

年度末残高合計 1,674,507 円 1,879,515 円 2,080,612 円 2,427,822 円 2,735,480 円 



Ⅲ 財団の運営 

（１）理事会の開催 

 理事会を４回開催し、審議はいずれも原案どおり承認された。 

 

 

（２）評議員会の開催 

 評議員会を４回開催し、審議はいずれも原案どおり承認された。 

 

開 催 年 月 日 回 審 議 内 容 

令和６年４月１日 

（書 面） 

第６６回 １．常務理事の選定について 

令和６年６月12日 

 

第６７回 １．令和５年度事業報告について 

２．令和５年度決算報告について 

３．評議員会の招集について 

令和６年６月27日 

（書 面） 

第６８回 １．理事長の選定について 

令和６年10月11日 

（書 面） 

第６９回 １．評議員会の招集について 

令和６年11月11日 

 

第７０回 １．令和６年度自主事業計画の変更および 

第二次補正予算について 

２．令和７年度自主事業計画について 

令和７年３月10日 

 

第７１回 １．令和６年度第四次補正予算 

２．令和７年度事業計画について 

３．令和７年度収支予算（案）について 

４．評議員会の招集について 

開催年月日 回 審議内容 

令和６年４月１日 

（書 面） 

第５４回 １．評議員の選任について 

２． 理事の選任について 

令和６年４月15日 

（書 面） 

第５５回 １．役員等の報酬等および費用の支給に関す

る規程の一部を改正する規程について 

令和６年６月27日 

 

第５６回 １．令和５年度事業報告の承認について 

２． 令和５年度決算報告の承認について 

３． 任期満了に伴う理事の選任について 

４． 任期満了に伴う評議員の選任について 

令和６年11月11日 第５７回 
（報告事項） 

令和６年11月12日 

（書 面） 

第５８回 １．評議員の選任について 

令和７年３月14日 

 

第５９回 
（報告事項） 


